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「
総
合
計
画
」っ
て
な
に
？

　

総
合
計
画
は
三
笠
市
未
来
づ
く
り

基
本
条
例
の
規
定
に
よ
り
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
、
議
会
基
本
条
例
の
規

定
に
よ
り
、
基
本
構
想
と
基
本
計
画

が
議
会
の
議
決
事
件
と
し
て
定
め
ら

れ
て
い
る
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
役

割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
」っ
て
な
に
？

　

ま
ち
づ
く
り
と
は
私
た
ち
の
暮
ら

し
そ
の
も
の
で
す
。
私
た
ち
の
暮
ら

す
場
と
し
て
ま
ち
を
考
え
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
力
を
合
わ
せ
、
共
に
作
り

上
げ
て
い
く
こ
と
が
ま
ち
づ
く
り
の

原
点
で
す
。

　

こ
の
総
合
計
画
は「
こ
う
い
う
ま

ち
に
し
た
い
」、
そ
の
た
め
に
「
こ
う

し
て
い
こ
う
」
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
ま
す
。

「
市
民
共
通
の
目
標
」っ
て

何
を
目
指
す
の
？

　

市
民
共
通
の
目
標
。
そ
れ
が
都
市

像
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
「
誰
も

が
暮
ら
し
て
み
た
い
田
園
産
業
都

市
」「
日
本
一
安
心
し
て
誰
も
が
住
み

続
け
た
い
ま
ち
」
で
す
。

　

こ
れ
は
緑
豊
か
な
自
然
を
守
り
、

環
境
へ
の
負
荷
に
配
慮
し
た
人
と
自

然
と
の
共
生
、
森
林
や
花
な
ど
に
よ

る
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
昔
か
ら
培
っ
て
き
た

平
成
24
年
度
か
ら
平
成
33
年
度
ま
で
の
三
笠
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
方
針
を
示
す「
第
8
次
三
笠
市
総
合
計
画
」が
決
定
し
ま
し
た

これまでも、総合計画を指針にまちづくりを進めてきましたが、平成23年
度までの第7次については、計画の約90％が達成される見込みとなって

います。第8次三笠市総合計画は、小中学生や市民の皆さんからのアンケートで
意向を把握し、また、まちづくりに関係する団体から推薦を受けた委員と市民公
募した委員で構成する三笠市総合計画審議会などから意見をいただき、平成24
年3月に開催された市議会定例会で「基本構想」と「基本計画」が可決されました。

誰もが暮らしてみたい田園産業都市

日本一安心して誰もが住み続けたいまち

都 市 像

基本目標 施策項目

姿 勢

Ⅰ交通環境 Ⅱ冬の環境 Ⅲ環境衛生 Ⅳ土地・住宅環境
Ⅴ上下水道 Ⅵ治山・治水 Ⅶ道路・河川・公園
Ⅷ情報通信環境

Ⅰ地域福祉 Ⅱ児童・母子・父子福祉 Ⅲ地域医療
Ⅳ健康づくり Ⅴ高齢者・介護福祉 Ⅵ障がい者福祉
Ⅶ交通安全・防犯・生活安全 Ⅷ消防・救急・防災

Ⅰ子どもの教育　Ⅱスポーツ・レクリエーション
Ⅲ社会教育

Ⅰ農林水産業 Ⅱ商工業・起業化・企業誘致
Ⅲ雇用・労働環境 Ⅳ観光・開発

Ⅰ歴史・芸術・文化

Ⅰ協働・市民参加
Ⅱ行財政運営

は じ め に

【問合先】
企画振興課企画係②3182

猿�

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
方
向
と
重
点
施
策
を

示
し
、最
も
上
位
に
位
置
付
け

ら
れ
る
計
画
で
す
。

猿�

市
民
共
通
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

市
民
と
行
政
が
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
の
計
画
で
す
。

第8次

三
笠
市
総
合
計
画
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この方針は、基本目標の実現に向けて、各分野における施策をどう進めていくか、その方向を示したもので、新しい時代に
チャレンジしていく精神と行動を基本に置き、次に示す方針のもとに施策や事業を進めていきます。

人
と
人
と
の
結
び
付
き
を
大
切
に
し
、

お
互
い
を
助
け
合
い
、
三
笠
市
の
歴

史
を
深
く
知
り
、
そ
の
歴
史
を
継
承
、

共
有
し
、
自
ら
地
域
の
こ
と
を
考
え
、

三
笠
市
を
愛
し
、
未
来
に
わ
た
り
生

涯
を
通
し
て
三
笠
市
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
。

こ
れ
ら
を
未
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
と
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
将
来
の
都
市
像
の
実
現

に
向
け
、市
政
に
お
け
る
各
分
野
の
バ

ラ
ン
ス
が
取
れ
た
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、ま
ち
づ
く
り
の
姿
勢
を「
誇
り
」

+「
挑
戦
」と
し
て
掲
げ
、す
べ
て
の
項

目
に
お
い
て
こ
れ
ら
を
根
幹
に
置
き

な
が
ら
、上
記
の
６
つ
を
基
本
目
標
に

掲
げ
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
よ
り
、

目
標
年
度
で
あ
る
平
成
33
年
度
末
の

目
標
人
口
を
９
，０
０
０
人
と
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

は
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

の
協
働
で
す

　

「
第
８
次
三
笠
市
総
合
計
画
」
は
、

今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
い

て
、
移
住
定
住
や
子
育
て
応
援
、
産
業

活
性
な
ど
に
よ
る
人
口
増
加
対
策
を

中
心
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
市

民
満
足
度
を
高
め
、
市
民
が
将
来
に

希
望
の
持
て
る
計
画
を
念
頭
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

計
画
を
進
め
て
い
く
に
は
、
事
業

実
施
に
必
要
な
財
源
な
ど
を
確
保
す

る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、

何
よ
り
も
必
要
な
こ
と
は
、
市
民
が

自
ら
ま
ち
の
こ
と
を
考
え
、
実
行
し

て
い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
は
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
行
わ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
市
と
し
て
は
、
積
極

的
に
政
策
や
財
政
状
況
な
ど
の
行
政

情
報
を
市
民
に
提
供
し
、
市
民
と
市

政
が
情
報
を
共
有
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
積
極
的
に
ま
ち
づ

く
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
聞
き
な
が
ら
進

め
て
い
き
ま
す
の
で
、そ
の
際
に
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
進
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
行

政
は
積
極
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

「
誰
も
が
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た

と
思
え
る
ま
ち
」
に
す
る
た
め
、
市
民

の
知
恵
と
行
動
を
結
集
し
、
市
民
と

行
政
の
協
働
に
よ
っ
て
こ
の
計
画
を

推
進
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

施 策 展 開 の 基 本 方 針

2．人が元気で働けるまち三笠

本市の特性や資源を活かし、観光振興により起業・新産業
の創出を図るとともに、農業者や商業者の経営の安定

化や担い手の育成確保、経営意欲の醸成を進めます。地域の
特性を活かした、産業の創造、開発、発展を図り、誰もが生き
生きと元気に働くことができるまちを目指します。

2．人が元気で働けるまち三笠

1．人が育つまち三笠

次世代を担う子供や若者たちが、家庭、学校、地域の連携
により、元気でたくましく学びながら成長できるよう、

子育てしやすい環境の充実を進めま
す。誰もが気軽にスポーツ・レクリエ
ーションに親しむことができる環境
づくりや、社会教育などを通じ、生き
がいのある充実した人生を送ること
ができるまちを目指します。

1．人が育つまち三笠

3．人が快適に生活を楽しむまち三笠

豊かな自然を将来に引き継ぐため
に、市民一人ひとりが省エネル

ギーなどに関心を持ち、環境にやさし
いまちづくりを進めます。若者が三笠
に移り住み、住み続けたいと思えるよ
うな住環境、交通環境、情報通信環境などの整備を進めます。
冬の暮らしを安全、安心に過ごすことができるよう、除排雪
の充実を図ります。快適な環境を保全するとともに、道路や
公園の整備など快適さ、便利さを実感しながら生き生きと暮
らすことができるまちを目指します。

3．人が快適に生活を楽しむまち三笠

6．人が未来に向かって夢を育めるまち三笠

市民が積極的にまちづ
くりに参加できるよ

うに、市民と行政が情報を共
有し、共に考え、共に行動す
るまちを目指します。健全な
行財政運営と安定した財政
基盤の確立を目指します。

6．人が未来に向かって夢を育めるまち三笠

5．人と自然が共存できるまち三笠

郷土に根差した歴史、風土、芸術、
文化などの地域文化を保存、伝

承、活用するとともに、生活の中から
創造し、楽しみ、広め、市民が自信と誇
りを持ち、情報を発信していくことで
まちの知名度を高め、交流人口の増加
を図り、まちの活性化を目指します。

5．人と自然が共存できるまち三笠

4．人が安心して暮らせるまち三笠

市民一人ひとりの健康に対する関心を高めるとともに、
助け合いの意識を広め、みんなで支えあう社会環境づ

くりを推進し、健康で安心して過ごす
ことができるまちを目指します。
地域の基幹病院である市立病院を中心
とした医療体制の充実を進め、交通安
全や防犯対策の充実を図るとともに、消
防、救急、防災体制を整え安全、安心に暮
らすことができるまちを目指します。

4．人が安心して暮らせるまち三笠

計画の内容について

第8次三笠市総合計画の冊子
は市民センターなど市内の各
公共施設に配置します。さらに
4月下旬ごろに三笠市のホー
ムページ内で公開する予定に
なっています。
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　市ではより良いまちづくりのために、お金の使い道を知恵や工夫を重ねな

がら決めています。この使えるお金は、皆さんが納めた税金や使用料などで

賄われていて、その使い道を定めたものを「予算」といいます。この予算は毎

年、市議会で使い道について話し合いが行われ決定しています。ここでは三

笠市全体の予算規模と今年度実施する主な事業についてお知らせします。

　三笠市の会計は、市政運営の基本的な経費を総括している「一般会計」と、

特定の事業を行う国民健康保険などの「特別会計」、事業収益で運営する水道

会計などの「企業会計」の３つの区分に分けて運営しており、今年度の予算額

は、市の基本である一般会計が88億658万円で、他の会計を含めた予算総額

は164億4,070万円となり、昨年度と比較して1.4％の減額となりました。

会計予算総括表
会計区分

平成24年度
対前年度増減額

対前年度

増減率当初予算額 構成比

一般会計 88億 658万円 53.6％ 減 3億 585万円 減 3.4％

特
別
会
計

後期高齢者医療特別会計 2億3,053万円 1.4％ 増 2,612万円 増12.8％

国民健康保険特別会計 17億3,981万円 10.6％ 増 3,356万円 増 2.0％

介 護 保 険 特 別 会 計 14億1,746万円 8.6％ 減 2,522万円 減 1.7％

育 英 特 別 会 計 282万円 0.0％ 減 51万円 減15.3％

企
業
会
計

水 道 事 業 特 別 会 計 5億3,115万円 3.2％ 減 2,316万円 減 4.2％

下 水 道 事 業 特 別 会 計 10億2,987万円 6.3％ 減 4,097万円 減 3.8％

病 院 事 業 特 別 会 計 26億8,248万円 16.3％ 増 9,551万円 増 3.7％

合計 164億4,070万円 100.0％ 減 2億4,052万円 減 1.4％

① 市の財政状況と予算編成
　市税収入では約7％の減となり、年々減少傾向となっていますが、これまで市民の皆さんと取り組んできた行財政改

革などによって歳出を抑制してきていること、また歳入の約半分を占める地方交付税が昨年度とほぼ同じ水準で確保

されたことなどにより、市の一般会計は安定した財政構造になりつつあります。今年度も借金は身の丈にあった額まで

としたほか、市税など入ってくるお金の範囲内での予算編成を基本とし、将来に負担とならないよう取り組んでいます。

　これらの効果により、借金残高はピーク時の半分以下となっているなど、現在は国などから指導を受けない財政状

況で、今後も改善していく見込みとなっています。

事業名 事業費 内容

地区市民センター整備事業 850万円 幌内市民センター、岡山市民センターのエアコン整備

市 営 住 宅 建 替 改 善 等 事 業 3億9,000万円 榊町団地C棟建設ほか

道路橋りょう新設改良事業 1億9,834万円 幸町、多賀町、萱野、柏町の道路整備ほか

都 市 公 園 整 備 事 業 1,100万円 幾春別町、幸町、岡山の公園整備

石炭資源有効活用推進事業費 324万円 市民研究会の開催ほか

三笠ジオパーク構想推進事業費 1,750万円 ジオサイトの整備ほか

移 住 定 住 促 進 事 業 費 1,200万円 移住定住促進施策のテレビCMによるPR

保 育 所 負 担 金 助 成 事 業 2,040万円 保育所負担金相当分を市内商品券で助成

予防ワクチン接種費用助成事業 978万円 予防接種法に基づかない任意の予防接種に要する費用を助成

住まいのリフォーム助成事業 1,600万円 住宅リフォーム等費用の一部助成

住 宅 建 設 等 費 用 助 成 事 業 1,350万円 新築住宅建設・中古住宅購入費用の一部助成

ス ポ ー ツ 環 境 充 実 事 業 647万円 プロ指導者（野球、サッカー）の招致

② 主な事業

【このページに関するお問い合わせ先】財務課財政係②3186

予算の概要平成24年度
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病 院 事 業 特 別 会 計 26億8,248万円 16.3％ 増 9,551万円 増 3.7％

合計 164億4,070万円 100.0％ 減 2億4,052万円 減 1.4％

① 市の財政状況と予算編成
　市税収入では約7％の減となり、年々減少傾向となっていますが、これまで市民の皆さんと取り組んできた行財政改

革などによって歳出を抑制してきていること、また歳入の約半分を占める地方交付税が昨年度とほぼ同じ水準で確保

されたことなどにより、市の一般会計は安定した財政構造になりつつあります。今年度も借金は身の丈にあった額まで

としたほか、市税など入ってくるお金の範囲内での予算編成を基本とし、将来に負担とならないよう取り組んでいます。

　これらの効果により、借金残高はピーク時の半分以下となっているなど、現在は国などから指導を受けない財政状

況で、今後も改善していく見込みとなっています。

事業名 事業費 内容

地区市民センター整備事業 850万円 幌内市民センター、岡山市民センターのエアコン整備

市 営 住 宅 建 替 改 善 等 事 業 3億9,000万円 榊町団地C棟建設ほか

道路橋りょう新設改良事業 1億9,834万円 幸町、多賀町、萱野、柏町の道路整備ほか

都 市 公 園 整 備 事 業 1,100万円 幾春別町、幸町、岡山の公園整備

石炭資源有効活用推進事業費 324万円 市民研究会の開催ほか

三笠ジオパーク構想推進事業費 1,750万円 ジオサイトの整備ほか

移 住 定 住 促 進 事 業 費 1,200万円 移住定住促進施策のテレビCMによるPR

保 育 所 負 担 金 助 成 事 業 2,040万円 保育所負担金相当分を市内商品券で助成

予防ワクチン接種費用助成事業 978万円 予防接種法に基づかない任意の予防接種に要する費用を助成

住まいのリフォーム助成事業 1,600万円 住宅リフォーム等費用の一部助成

住 宅 建 設 等 費 用 助 成 事 業 1,350万円 新築住宅建設・中古住宅購入費用の一部助成

ス ポ ー ツ 環 境 充 実 事 業 647万円 プロ指導者（野球、サッカー）の招致

② 主な事業

【このページに関するお問い合わせ先】財務課財政係②3186

予算の概要平成24年度
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【問合先】社会教育課生涯教育係②2197

三分一陸くんと三分一旭くんが
スキー大会で健闘

3月18日～20日

　

3
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
、

歌
志
内
市
の
か
も
い
岳
ス
キ

ー
場
で
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
全
国
ス

キ
ー
ジ
ュ
ニ
ア
競
技
会
兼
全

日
本
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権
大

会
が
開
催
さ
れ
、
三さ

ん

ぶ

い

ち

分
一
陸り

く

く
ん
（
中
学
2
年
）
と
三
分
一

旭あ
さ
ひ

く
ん
（
小
学
6
年
）
の
兄
弟

が
そ
ろ
っ
て
出
場
し
、
健
闘

し
ま
し
た
。

　

新
し
い
カ
ン
ト
リ
ー
サ
イ

ン
の
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
ま

し
た
。
こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
昨

年
11
月
か
ら
募
集
し
寄
せ
ら

れ
た
72
点
の
作
品
の
中
か
ら
、

札
幌
市
立
大
学
デ
ザ
イ
ン
学

科
・
上か

と

お

の

遠
野
敏

さ
と
し

教
授
が
5
点

に
選
定
し
、
市
内
の
団
体
で

構
成
す
る
「
カ
ン
ト
リ
ー
サ

イ
ン
の
デ
ザ
イ
ン
選
定
委

員
会
」
で
議
論
さ
れ
た
も
の

で
、
そ
の
結
果
、
三
笠
小
学
校

の
五
十
嵐
颯さ

き紀
さ
ん
と
渋
谷

美み

く空
さ
ん
の
作
品
を
組
み
合

わ
せ
た
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
新
し
い
カ
ン
ト
リ

ー
サ
イ
ン
は
4
月
か
ら
お
披

露
目
さ
れ
る
予
定
で
す
。

【問合先】企画振興課企画係②3182

新しいカントリーサイン
のデザインが決定！

　

3
月
1
日
、
三
笠
高
等
学

校
で
道
立
高
校
と
し
て
最
後

の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒
業

生
15
人
が
新
た
な
思
い
を
胸

に
学
び
や
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
は
、
西
田
正ま

さ
ふ
み史

校
長
が
「
三
笠
高
校
の
卒
業

生
と
し
て
の
誇
り
を
胸
に
、

真し

ん

し摯
に
た
く
ま
し
く
人
生
を

築
い
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
ま
た
、
卒
業
生
を
代
表

し
て
市
原
俊
幸
さ
ん
が
「
3

年
間
の
学
校
生
活
を
支
え
て

く
だ
さ
っ
た
か
た
が
た
に
感

謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続
け

日
々
前
進
し
て
い
き
ま
す
」

と
感
謝
と
決
意
の
言
葉
を
述

べ
て
い
ま
し
た
。

　

3
月
４
日
、
陸
上
自
衛
隊

岩
見
沢
駐
屯
地
が
主
催
す
る

「
岩
見
沢
自
衛
隊
音
楽
祭
」が

市
民
会
館
で
開
か
れ
、
陸
上

自
衛
隊
第
11
音
楽
隊（
菅
原

信
秀
隊
長
）
に
よ
る
迫
力
あ

る
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

【問合先】総務課総務秘書係②3185

岩見沢自衛隊音楽祭
3月4日

【問合先】学校教育課学校教育係②2197

道立三笠高等学校卒業式
3月1日

N E W S  M I K A S A
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教育ボランティアに登録をお願いします

【登録用紙】

【募集期間】 

小中一貫コミュニティ・スクール便り① 

市長室

三笠市長 小林和男

新年度を迎え
未来を見据えた事業に

積極的に
取り組んで行きます

の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
１
年
間
は
そ
う
し
た
こ
と
に

力
点
を
置
い
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
行
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
学
す

る
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
さ
ん
は「
三
笠
の
ま

ち
は
初
め
て
」
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
生

徒
さ
ん
の
多
く
は
こ
れ
か
ら
の
三
笠
で
の

生
活
に
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
懸
案
事
項
の
1
つ
に
「
幾
春

別
川
総
合
開
発
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
見
直
し
の
対
象
に
な
っ
て
す
で
に

3
年
に
な
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
国
土

交
通
省
の
動
き
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
こ

の
事
業
は
す
で
に
予
算
ベ
ー
ス
で
半
分
を

過
ぎ
、
後
は
ダ
ム
の
嵩か

さ

上
げ
の
み
が
残
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
今
年
の
よ
う
に
記
録

的
な
大
雪
が
も
た
ら
す
融
雪
時
の
大
量
の

水
が
水
害
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
な
ん
と
し
て
も
こ
の
事
業
継
続

が
再
開
さ
れ
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

4
月
は
旧
暦
で
「
卯う

づ

き月
」
と
い
い
、
卯
の

花
が
咲
く
季
節
を
意
味
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
が
と
て
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
象
庁
は
こ
れ
か
ら
も
雪
が
降
る

と
予
報
を
出
し
て
い
ま
す
。
ウ
ガ
イ
、
手
洗

い
な
ど
を
慣
行
し
、
カ
ゼ
な
ど
に
か
か
ら

な
い
よ
う
、
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
年
は
過
去
に
な
い
厳
し
い

寒
さ
と
大
雪
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

今
も
、
外
で
は
大
粒
の
雪
が
深
々
と
降
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
春
は
い
つ
来
る
の
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
も

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

大
雪
の
た
め
、
い
ま
だ
に
ハ
ウ
ス
な
ど
が

雪
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
所
も
あ
り
、
農
家

の
人
た
ち
は
大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

出
発
の
年
と
位
置
付
け
3
月
定
例
会
で
議

決
い
た
だ
い
た
「
第
8
次
総
合
計
画
」
に
基

づ
き
、
三
笠
の
ま
ち
の
未
来
を
見
据
え
た

積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
て
行
く
決
意

で
す
。

特
に「
移
住
・
定
住
政
策
と
市
内
経
済
の

活
性
化
」
で
あ
り
ま
す
。
他
の
市
町
村
か
ら

移
住
さ
れ
て
来
ら
れ
る
か
た
が
た
や
若
年

層
の
皆
さ
ん
が
、
自
然
豊
か
な
こ
の
素
晴

ら
し
い
ま
ち
で
、
少
し
で
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
確
か
な
教
育
を
受
け
、
充

実
し
た
教
育
環
境
の
下
で
、
学
力
が
向
上

す
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
4
月
8
日
は
「
新
生
市
立

三
笠
高
等
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。
本
校
は
、

昨
年
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
心
配
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
定
員
40
人

を
は
る
か
に
超
え
る
87
人
の
応
募
が
あ
り
、

2.2
倍
と
全
道
で
一
番
高
い
競
争
率
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
競
争
率
が
高
い
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
全
道
各
地
か
ら
来

ら
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
や
そ
の
保
護
者
の

方
に「
や
っ
ぱ
り
三
笠
高
校
に
来
て
よ
か

っ
た
」「
入
学
さ
せ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
学
校
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
教
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
笠

市
に
も「
良
い
学
校
に
す
る
責
任
が
あ
る
」

と
突
き
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も

3月21日 記
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教育ボランティアに登録をお願いします

【登録用紙】

【募集期間】 

小中一貫コミュニティ・スクール便り① 

市長室

三笠市長 小林和男

新年度を迎え新年度を迎え
未来を見据えた事業に未来を見据えた事業に

積極的に
取り組んで行きます取り組んで行きます

の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

特
に
こ
の
１
年
間
は
そ
う
し
た
こ
と
に

力
点
を
置
い
た
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
行
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
入
学
す

る
ほ
と
ん
ど
の
生
徒
さ
ん
は「
三
笠
の
ま

ち
は
初
め
て
」
と
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
生

徒
さ
ん
の
多
く
は
こ
れ
か
ら
の
三
笠
で
の

生
活
に
不
安
な
気
持
ち
で
一
杯
だ
と
思
い

ま
す
。
ど
う
か
市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
支
援
を
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
懸
案
事
項
の
1
つ
に
「
幾
春

別
川
総
合
開
発
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

事
業
は
見
直
し
の
対
象
に
な
っ
て
す
で
に

3
年
に
な
り
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
国
土

交
通
省
の
動
き
が
見
え
て
き
ま
せ
ん
。
こ

の
事
業
は
す
で
に
予
算
ベ
ー
ス
で
半
分
を

過
ぎ
、
後
は
ダ
ム
の
嵩か

さ

上
げ
の
み
が
残
っ

て
い
る
だ
け
で
す
。
今
年
の
よ
う
に
記
録

的
な
大
雪
が
も
た
ら
す
融
雪
時
の
大
量
の

水
が
水
害
を
起
こ
す
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
な
ん
と
し
て
も
こ
の
事
業
継
続

が
再
開
さ
れ
る
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

4
月
は
旧
暦
で
「
卯う

づ

き月
」
と
い
い
、
卯
の

花
が
咲
く
季
節
を
意
味
し
て
い
る
と
い
い

ま
す
が
と
て
も
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
気
象
庁
は
こ
れ
か
ら
も
雪
が
降
る

と
予
報
を
出
し
て
い
ま
す
。
ウ
ガ
イ
、
手
洗

い
な
ど
を
慣
行
し
、
カ
ゼ
な
ど
に
か
か
ら

な
い
よ
う
、
健
康
管
理
に
十
分
気
を
付
け

て
く
だ
さ
い
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
今
年
は
過
去
に
な
い
厳
し
い

寒
さ
と
大
雪
、
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

今
も
、
外
で
は
大
粒
の
雪
が
深
々
と
降
っ

て
い
ま
す
。
今
年
の
春
は
い
つ
来
る
の
だ

ろ
う
か
と
心
配
し
て
い
ま
す
。
農
作
業
も

す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
の

大
雪
の
た
め
、
い
ま
だ
に
ハ
ウ
ス
な
ど
が

雪
に
埋
ま
っ
た
ま
ま
の
所
も
あ
り
、
農
家

の
人
た
ち
は
大
変
苦
労
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の

出
発
の
年
と
位
置
付
け
3
月
定
例
会
で
議

決
い
た
だ
い
た
「
第
8
次
総
合
計
画
」
に
基

づ
き
、
三
笠
の
ま
ち
の
未
来
を
見
据
え
た

積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
て
行
く
決
意

で
す
。

特
に「
移
住
・
定
住
政
策
と
市
内
経
済
の

活
性
化
」
で
あ
り
ま
す
。
他
の
市
町
村
か
ら

移
住
さ
れ
て
来
ら
れ
る
か
た
が
た
や
若
年

層
の
皆
さ
ん
が
、
自
然
豊
か
な
こ
の
素
晴

ら
し
い
ま
ち
で
、
少
し
で
も
安
心
し
て
子

育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、
未
来
を
担

う
子
供
た
ち
が
確
か
な
教
育
を
受
け
、
充

実
し
た
教
育
環
境
の
下
で
、
学
力
が
向
上

す
る
よ
う
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
4
月
8
日
は
「
新
生
市
立

三
笠
高
等
学
校
」
が
開
校
し
ま
す
。
本
校
は
、

昨
年
市
民
の
皆
さ
ん
に
大
変
心
配
を
お
掛

け
し
ま
し
た
が
、
結
果
と
し
て
定
員
40
人

を
は
る
か
に
超
え
る
87
人
の
応
募
が
あ
り
、

2.2
倍
と
全
道
で
一
番
高
い
競
争
率
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
、
単
に
競
争
率
が
高
い
と

い
う
だ
け
で
は
な
く
、
全
道
各
地
か
ら
来

ら
れ
る
生
徒
の
皆
さ
ん
や
そ
の
保
護
者
の

方
に「
や
っ
ぱ
り
三
笠
高
校
に
来
て
よ
か

っ
た
」「
入
学
さ
せ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
思
わ
れ
る
学
校
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
教
員
に
と
ど
ま
ら
ず
、
三
笠

市
に
も「
良
い
学
校
に
す
る
責
任
が
あ
る
」

と
突
き
付
け
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も

3月21日 記



2 階

池　側道道側

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

池　側道道側

1 階
夜間通用口→

（
福
祉
事
務
所
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
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Ｊ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー

サ
ッ
カ
ー
＆
食
育
教
室

　

2
月
26
日
、
Ｊ
Ａ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
サ

ッ
カ
ー
＆
食
育
教
室
が
三
笠
中
学
校
で
開
か

れ
、
三
笠
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
子
供
た

ち
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
技
術
向

上
に
不
可
欠
な
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
栄
養
・
休

養
」
の
三
大
要
素
に
つ
い
て
子
供
た
ち
に
指

導
し
、
健
全
な
サ
ッ
カ
ー
人
へ
の
道
を
歩
ん

で
も
ら
お
う
と
開
か
れ
た
も
の
で
、
コ
ン
サ

ド
ー
レ
札
幌
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル

の
小
川
睦あ

つ

し史
コ
ー
チ
と
池
内
友
彦
コ
ー
チ
が

食
育
を
意
識
し
た
ゲ
ー
ム
形
式
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
な
ど
を
子
供
た
ち
に
指
導
し
ま
し
た
。

【問合先】
社会教育課生涯教育係

②2197
ボールを取られないように
するフェイントの練習
や普段と違う練習が楽
しいです。ドリブルやパ
スのときに、視野を広げ
るため、顔を上げてプレー
できるようになりたいです。

鈴木雅
が く と

玖斗くん
（小学3年生）

MIKASA FOOTBALL CLUB

軸足の出し方などを教わっ
て、シュートが強く打てる
ようになって、1月の大会
で1点を取ることができ
ました。スタメンになって
もっと点を取れるように
練習を頑張ります。

富
とみたく

宅優
ゆうせい

晴くん
（小学3年生）

MIKASA FOOTBALL CLUB

子供たち
に

インタビ
ュー

コンサドーレ札幌
サッカー教室情報

L
レッツ

et's G
ゴー

o
ふっとぼーる

市役所本庁舎内の
窓口の場所が
変わります

【問合先】総務課総務秘書係②3185

（
水
道
課
）

（
農
林
課
）

（
商
工
観
光
課
）

4月から市役所の機構が一部変わるこ
とから、窓口の場所換えを行い、2日㈪
から新しい配置となります。
1日㈰は、移動作業に伴い、電話が正
しく転送されない場合がありますので、
ご了承ください。

※市金庫の場所も変わります。
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市立病院外来診療日程

乳幼児健康相談

【問合先】
ふれあい健康センター健康係

③2010

心の健康相談

【申込・問合先】
岩見沢保健所精神保健福祉係

0126-20-0121

【問合先】市立病院医事係②3131

年
間
を
通
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で

切
り
取
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

暮らし
の

まとめ

※1．�乳幼児脱臼検査（整形外科）は午前中のみ毎日行っています。また診療は予約制ですが
新規患者は外来窓口で受診時間に空きがあるかご相談ください。

※2．小児科の火曜日午後の診療は予防接種のため午後2時30分からです。
※3．眼科の金曜日の診療は第2週・第4週のみ行います。
猿�薬は院外保険調剤薬局で処方せんと引き換えにお受け取りください。　　　　　　　　
また、薬代は保険調剤薬局にお支払いください。

猿外来診療の詳細は電話などでお問い合わせください。
※予約制の診療科でも、新たな患者さんや具合の悪い患者さんは受診してください。

区分 受付時間 月 火 水 木 金
内 科
（予約制）

午前 8:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○
午後 1:00～ 2:00 ○ ○ ○ ○ ○

循 環 器 科
（予約制）

午前 8:30～11:00 － － ○ － －
午後 1:00～ 2:00 ○ － ○ － －

外 科 午前 8:30～11:30 ○ ○ ○ ○ ○
整 形 外 科
（予約制）※1 午前 8:30～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小 児 科 午前 8:30～11:30 ○ ○ ○ ○ ○
午後 1:30～ 3:00 ○ ○※2 ○ ○ ○

皮 膚 科 午前 8:30～11:30 ○ － ○ － ○
泌 尿 器 科 午前 8:30～11:30 ○ － － － ○

耳鼻咽喉科
午前 8:30～11:30

[8:30～11:00] ○ － － － －

午後 1:00～ 2:30
[1:00～ 2:00] ○ － － － －

眼 科
午前 8:30～11:30

[8:30～11:00] ○ ○ － ○ ○
※3

午後 1:00～ 2:30
[1:00～ 2:00] ○ － － ○ ○

※3

精神神経科 午前 8:30～11:30 ○ ○ ○ ○ ○
午後 1:15～ 4:00 ○ ○ ○ ○ ○

［　］は新規患者の受付時間

保健師が相談をお受けします。身長・
体重などの計測も行います。

【相談日】4月12日㈭、5月10日㈭、6
月14日㈭、7月5日㈭、8月2日㈭、9
月13日㈭、10月11日㈭、11月1日
㈭、12月6日㈭、翌年1月10日㈭、2
月7日㈭、3月7日㈭
【相談時間】午前10時～11時
【場所】ふれあい健康センター
【持ち物】母子健康手帳

※相談日などを変更する場合がありま
す。詳しくはお問い合わせください。
※日程は三笠市HPの携帯サイトでも確
認できますのでご利用ください。

【日程】4月19日㈭、5月14日㈪、6
月21日㈭、7月19日㈭、8月16日㈭、
9月20日 ㈭、10月18日 ㈭、11月
15日㈭、12月20日㈭、翌年1月17
日㈭、2月21日㈭、3月21日㈭
【相談時間】午後1時～3時
【場所】岩見沢保健所（岩見沢市8条西
5丁目）
【申込方法】電話
で予約してくだ
さい。

※予約の受付時間
は相談日前日の午
前中までです。
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　平成24年度の市税などの納期限はすべて月
末（末日が土・日曜日、祝日の場合は翌日）です
ので忘れずに納めましょう。

※住宅料、保育料、水道料、下水道料、給食費は
毎月納入です。

　仕事などで忙しく納入できない方は、便利な
口座振替をご利用ください。納め忘れがなく、
金融機関や郵便局へ行く手間が省けます。口座
振替の手続きは、納税通知書または納入通知書
に記載されている金融機関や郵便局、市役所納
税課で行えます。

【口座振替の手続きに必要なもの】
納税通知書または納入通知書、預貯金通帳、
通帳に使用している印かん

【問合先】
納税課納税係②3163

市税などの納入期限 月 納める税金など 期別

11

国民健康保険料 ５期
後期高齢者医療保険料 ５期
介護保険料 ５期
受益者負担金 ３期

12

固定資産税 ３期
国民健康保険料 ６期
後期高齢者医療保険料 ６期
介護保険料 ６期

1

市道民税 ４期
国民健康保険料 ７期
後期高齢者医療保険料 ７期
介護保険料 ７期
受益者負担金 ４期

2

固定資産税 ４期
国民健康保険料 ８期
後期高齢者医療保険料 ８期
介護保険料 ８期

月 納める税金など 期別
4 固定資産税 １期
5 軽自動車税 全期
6 市道民税 １期

7

固定資産税 ２期
国民健康保険料 １期
後期高齢者医療保険料 １期
介護保険料 １期
受益者負担金 １期

8

市道民税 ２期
国民健康保険料 ２期
後期高齢者医療保険料 ２期
介護保険料 ２期

9

国民健康保険料 ３期
後期高齢者医療保険料 ３期
介護保険料 ３期
受益者負担金 ２期

10

市道民税 ３期
国民健康保険料 ４期
後期高齢者医療保険料 ４期
介護保険料 ４期

納入は便利な口座振替で

生活上の悩み事や相談は
市民相談室②3183

�24時間体制の素早い対応・生活相談・火災予防・
交通相談は

生活安全センター②7777・②2578

�子育てについてのさまざまな疑問や悩みの相談は
子育て支援センター②2067

�子供から大人まで健康や福祉の総合的な相談は
ふれあい健康センター③2010

�いじめ・悩み事・心配事がある小・中・高生、ご家族
の方は

青少年育成センター②3591
子どもテレホン相談②4343

悪徳商法などの相談は
消費者相談テレホン②2189

家庭の中の小さなことから福祉のことまで
よろず相談所（社会福祉協議会内）②3151

市税などの納入の相談は
納税課納税係②3163

【問合先】総務課総務秘書係②3185

部署 電話番号 主な業務内容
総 務 秘 書 係 ②3185 庁舎管理、秘書、IT
職 員 係 ②3184 職員採用・進退
財 務 課 ②3186 市民税・固定資産税等、財政
納 税 課 ②3163 納税

企 画 振 興 課 ②3182 市政方針、総合計画、統計、広報、産炭地域振興
農 林 課 ②3996 農業、林業、鳥獣保護
商 工 観 光 課 ②3997 商工業、観光、労働
市 民 年 金 係 ②3187 戸籍、住民票、国民年金、市営バス
保 険 医 療 係 ②3188 国民健康保険・後期高齢者医療
介 護 保 険 係 ②3611 介護保険、介護サービス給付
環 境 衛 生 係 ②3189 ごみ、犬・猫、墓地
福 祉 事 務 所 ②3995 児童扶養、保育所、民生委員、生活保護
保 健 福 祉 課 ③2010 障害者福祉、高齢者福祉、保健指導
建 設 管 理 課 ②3998 市営住宅、工事契約、ダム・道路建設

建 設 課 ②3999 道路等の管理、除排雪、土木･公園事業、建築確認
水 道 課 ②3178 水道・下水道
三笠市上下水道
お客様センター ②4001

水道・下水道全般の問い合わせ、
申し込み、支払い

会 計 課 ②3179 公金等の出納・管理
議 会 事 務 局 ②3194 市議会
学 校 教 育 課 ②2197 学校教育、教育委員会
社 会 教 育 課 ②3591 公民館、文化、青少年
選挙管理委員会 ②3195 各種選挙
監査委員事務局 ②3197 各種監査
農 業 委 員 会 ②3196 農地
図 書 館 ②3514 図書の貸し出し
市 立 病 院 ②3131 医療、病院の管理
博 物 館 ⑥7545 博物館資料の管理・展示
※土・日曜日と祝日、平日の午後5時から翌朝午前8時30分
までは、すべて代表電話につながります。

各種相談案内市役所電話番号案内
ダイヤルイン
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◆
税
金
は
な
ぜ
必
要
な
の
？

　

皆
さ
ん
に
安
心
し

て
暮
ら
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
税
金
が
使

わ
れ
て
い
ま
す
。
税

金
は
福
祉
・
教
育
・
保
健
衛
生
・
消
防
・

除
雪
な
ど
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
や
、
道

路
・
公
園
・
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
の

整
備
な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
の
貴
重

な
財
源
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
安
心
・
安
全
で
豊
か

な
生
活
を
続
け
る
た
め
に
必
要
な
お

金
を
、
私
た
ち
は
税
金
と
い
う
形
で

負
担
し
て
い
ま
す
。

◆
納
期
限
ま
で
に
納
入
を
！

　

税
金
以
外
で
も
、
住
宅
・
水
道
・
下

水
道
の
各
使
用
料
や
、
国
民
健
康
保

険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介

護
保
険
料
な
ど
も
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
施
設
の
維
持
管
理
や
保

健
福
祉
事
業
に
使
わ
れ
る
貴
重
な
財

源
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
税
や
使
用
料

な
ど
が
納
期
限
ま
で
に
納
め
ら
れ
な

い
と
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
や
ま
ち
づ
く
り
に
支

障
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
納
め
て
い

る
方
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
る
こ

と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま

で
に
必
ず
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
納
税
課
納
税
係

②
３
１

６
３

私
た
ち
の
生
活
と
税
金

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

納
税
へ
の
ご
理
解
を
！

山
火
事
警
防
強
調
期
間

4
月
20
日
～
5
月
31
日

国有林
◎空知森林管理署
（岩見沢市3条東17丁目）
☎0126‐22‐1940

空知森林管理署岩見沢森林事務所
※野々沢国有林のみ
（岩見沢市3条東17丁目）
☎0126‐22‐1694

空知森林管理署
幾春別合同森林事務所
（幾春別滝見町324）
☎⑥8660

道有林
空知総合振興局森林室
（岩見沢市北2条西12丁目）
☎0126‐22‐1155

市有林
市役所農林課農林係
☎②3996

※国有林に車両で入林する場合は◎印の空知
森林管理署で手続きしてください。

入林許可書発行所 
（三笠市内の森林に入林する場合）

《
お
願
い
》

　

林
道
入
り
口
に
取
り
付
け
て

あ
る
鎖
や
鍵
な
ど
を
無
断
で
取

り
外
し
た
り
、
破
損
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
市
有
林
の

入
り
口
に
ゲ
ー
ト
を
設
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
入
林
す
る
場
合
は

事
前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貴
重
な
環
境
資
源
で
あ
る
森
林
、

さ
ら
に
は
人
命
や
財
産
を
山
火
事
か

ら
守
る
た
め
、
入
林
す
る
場
合
は
次

の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
今
年
は
記
録
的
な
大
雪
に

伴
う
融
雪
水
の
大
量
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
入
林
の
際
は
十
分
気

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
必
ず
許
可
を
受
け
て
入
林
し
ま
し

ょ
う

　

仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
山
に
入

る
と
き
は
入
林
の
許
可
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
巡
視
員
の
指
示
を
守
り
ま
し
ょ
う

　

山
火
事
防
止
の
た
め
、
森
林
巡
視

員
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
火
の
後
始
末
を
完
全
に
し
ま
し
ょ
う

　

た
ば
こ
を
吸
う
場
合
は
携
帯
用
灰

皿
を
持
っ
て
い
く
な
ど
、
投
げ
捨
て

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
た

き
火
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
三
笠
市
火
災
予
防
条
例
で
、

火
災
に
関
す
る
警
報
の
発
令
中
の
喫

煙
は
禁
止
し
て
い
ま
す
の
で
、
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
農
林
課
農
林
係

②
３
９

９
６

広報みかさ担当課
からのお知らせ
噛掲載原稿の締め切り日
　広報みかさでは、市内の団体・サー

クルなどが実施する行事の案内など

も掲載し、皆さんへ情報を提供してい

ます。掲載を希望する場合は、発行日

（毎月1日）の1カ月前までに原稿の提

出をお願いします。

※年末年始などは締め切り日が早まる場合
もありますので、早めにご相談ください。

【提出・問合先】

企画振興課企画係②3182

噛掲載した写真は
　データでお渡しできます
　ご希望の方は企画振興課企画係に

CD‐Rをご持参ください。

※写真をプリントしたものはお渡しできま
せんのでご了承ください。ご不明な点は気
軽にお問い合わせください。
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ま
た
、
昨
年
9
月
ま
で
に
65
歳
を

迎
え
た
方
や
三
笠
市
に
転
入
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
4
月
の
年
金
か
ら

引
き
去
り
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
方
に
つ
い
て
は
、
4
月
上
旬

に
仮
徴
収
の
通
知
を
送
付
し
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
課
介
護
保
険
係


②
３
６
１
１

　

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
実
施
し
ま

す
。
各
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
と

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
集
め
た
ご
み
は
各
自
で
保

管
し
て
い
た
だ
き
、
各
地
域
の
一
般

ご
み
収
集
日
に
通
常
の
収
集
場
所
に

出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
を
出
す
と
き
の

注
意
事
項

噛
空
き
缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
な
ど
の
資
源
ご
み
で

も
、
汚
れ
が
ひ
ど
い
も
の

は
再
資
源
化
で
き
な
い
た

め
、
分
別
す
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

噛
袋
に
入
ら
な
い
大
型
ご

み
が
捨
て
ら
れ
て
い
た
場

合
は
、
市
役
所
環
境
衛
生

係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

噛
ク
リ
ー
ン
作
戦
専
用
袋
の
配
布
は

行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
透
明
・
半
透

明
の
袋
や
レ
ジ
袋
な
ど
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。

噛
家
庭
か
ら
出
る
一
般
ご
み
や
庭
木

な
ど
を
せ
ん
定
し
た
も
の
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係


②
３
１
８
９

　

飼
い
犬
で
も
、

鎖
か
ら
外
れ
て

い
た
り
、
放
し

飼
い
の
犬
は
野

犬

と

見

な

し

ま
す
。
捕
獲
し
た
犬
は
法
律
に
基
づ

き
処
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

鎖
や
首
輪
を
点
検
す
る
な
ど
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
し
飼
い
の
犬

を
見
つ
け
た
り
、
飼
い
犬
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
と
き
は
、
市
役
所
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
新
し
く
犬
を
飼
わ
れ
た
方

や
、
登
録
が
お
済
み
で
な
い
犬
を
飼

わ
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
登
録
し
て

く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
市
民
生
活
課
環
境
衛
生
係


②
３
１
８
９

▼
人
間
ド
ッ
ク
検
診

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
疾
病
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
役
立
つ
人
間

ド
ッ
ク
検
診
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
】
三
笠
市
国
保
に
加
入
し
て
い

る
30
歳
以
上
74
歳
ま
で
の
方

※
4
月
1
日
現
在
で
国
民
健
康
保
険

料
の
未
納
が
な
い
方

【
定
員
】１
５
０
人

【
検
査
内
容
】
診
察
、
問
診
、
血
液
、
尿
、

便
、
心
電
図
、
胸
部
Ｘ
線
、
胃
部
Ｘ
線
、

視
力
、聴
力
な
ど
の
検
査

【
受
診
者
負
担
額
】２
，０
０
０
円

【
申
込
期
限
】
随
時（
定
員
に
な
り
次

第
、締
め
切
り
ま
す
）

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
市
民
生
活

課
保
険
医
療
係
の
窓
口
に
あ
る
受
付

用
紙
で
必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

　

骨
粗
し
ょ
う
症
と
は
、
体
内
の
カ

ル
シ
ウ
ム
不
足
が
原
因
で
、
骨
量（
骨

の
量
）
が
減
っ
て
骨
が
も
ろ
く
な
り

折
れ
や
す
く
な
る
病
気
で
す
。
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
内
容
】
腰よ

う
つ
い椎

と
大だ

い
た
い
こ
つ

腿
骨
で
骨
密

度
を
測
定

【
対
象
】
三
笠
市
国
保
に
加
入
し
て
い

る
方

【
検
診
場
所
】市
立
三
笠
総
合
病
院

【
検
診
期
限
】平
成
25
年
3
月

【
受
診
者
負
担
金
】
１
，
４
０
０
円

【
申
込
期
限
】
随
時

【
申
込
方
法
】
電
話
ま
た
は
市
民
生
活

課
保
険
医
療
係
の
窓
口
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
・
問
合
先
】
市
民
生
活
課
保
険

医
療
係

②
３
１
８
８

　

介
護
保
険
料
は
3
年
ご
と
に
見
直

し
て
お
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
改
定

し
ま
す
が
、
保
険
料
の
決
定
時
期
が

6
月
と
な
る
こ
と
か
ら
、
年
金
引
き

去
り
で
納
め
て
い
る
方
の
4
月
の
引

き
去
り
額
は
、
2
月
引
き
去
り
額
と

同
額
を
仮
徴
収
し
、
6
月
の
引
き
去

り
額
か
ら
改
定
後
の
保
険
料
額
を
基

に
計
算
し
た
額
と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
改
定
後
の
保
険
料
の

詳
細
に
つ
い
て
は
広
報
み
か
さ
6
月

号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

2月分出生届け

お名前 保護者

新
に い

居 穂
ひ な こ

子 ちゃん
忠浩さん
昭子さん

1月27日生まれ 柏町

【問合先】市民生活課
市民年金係☎②3187

2月中の出生届は1人で、掲載を承
諾された方のみ掲載しています。

ちっちゃな新しい市民

お誕生
おめでとう

Congrats!
コングラチュレーション

国
民
健
康
保
険
か
ら
の

お
知
ら
せ

検診場所 検診期間

岩見沢市立総合病院

市民健康センター

（岩見沢市8条西7‐9）

0126-32-0888

4月～

翌年3月

北海道中央労災病院

健康診断センター

（岩見沢市4条東16-5）

0126-22-1300

8月～

翌年3月

人間ドック検診の検診場所・期間

平
成
24
年
度

介
護
保
険
料
の
お
知
ら
せ

私
た
ち
の「
ま
ち
」を

き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
！

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
強
調
期
間

4
月
14
日
㈯
〜
5
月
6
日
㈰

野
犬
掃
と
う

　日赤三笠市地区にいただいた

義援金は 2 月 29 日現在、745 件

8,440,627円となっています。温

かいご支援とご協力に感謝しま

す。なお、3月末までとなってい

た義援金の募集期間は平成24

年9月30日までに延長されまし

たので引き続き受け付けます。

日本赤十字社
東日本大震災
義援金

野
犬
掃
と
う
期
間

4
月
1
日
〜
翌
年
3
月
31
日

【問合先】福祉事務所

福祉総務係②3995

状況報告と募集期間延長
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住
し
て
い
る
住
宅（
併
用
住
宅
の
場

合
は
居
住
部
分
に
限
る
）

※
解
体
工
事
に
つ
い
て
は
、
居
住
し

て
い
な
い
住
宅
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
対
象
者

▼
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
方

（
解
体
工
事
は
除
く
）

▼
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
入
居
者
全
員
）

◆
対
象
工
事

▼
住
宅
の
増
築
や
改
修
、
修
繕
工
事
、

外
構
工
事（
着
工
時
に
建
築
後
5
年

を
経
過
し
て
い
る
も
の
）

▼
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事

▼
住
宅
の
解
体
工
事（
昭
和
56
年
5

月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
も
の
）

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事

◆
対
象
外
工
事

▼
新
築
工
事

▼
外
構
工
事
の
う
ち
庭
・
花
壇
・
散
策

路
・
噴
水
・
植
栽
な
ど
の
経
費
、
車
庫
・

物
置
・
融
雪
設
備
等
の
既
製
品
本
体

経
費
な
ど

▼
簡
易
水
洗
等
工
事
（
下
水
道
供
用

区
域
の
み
）

▼
家
具
や
家
電
製
品
な
ど
の
持
ち
運

び
可
能
な
物
品
の
購
入

▼
市
か
ら
他
の
助
成
金
、
交
付
金
な

ど
の
交
付
を
受
け
て
改
修
す
る
工
事

◆
助
成
要
件

▼
市
内
に
本
社
も
し
く
は
営
業
所
の

あ
る
法
人
、
市
内
で
営
業
す
る
個
人

の
施
工
業
者
が
行
う
工
事

▼
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
が
税
抜
き
50
万

円
以
上

▼
当
該
年
度
の
3
月
31
日
ま
で
に
完

了
検
査
に
合
格
し
た
工
事

▼
同
一
住
宅
で
同
一
人
に
つ
き
1
回

限
り
と
し
ま
す
が
、
耐
震
改
修
工
事
、

解
体
工
事
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

の
設
置
工
事
は
、
併
せ
て
実
施
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
。

◆
助
成
金
額

▼
増
築
や
改
修
、
修
繕
工
事
、
外
構
工

事
は
工
事
費
の
10
％
以
内（
上
限
30

万
円
）

▼
耐
震
改
修
工
事
は
工
事
費
の
20
％

以
内（
上
限
50
万
円
）

▼
解
体
工
事
は
工
事
費
の
20
％
以
内

（
上
限
20
万
円
）

▼
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工

事
は
工
事
費
の
10
％
以
内（
上
限
20

万
円
）

※
各
対
象
工
事
費
は
1
万
円
未
満
切

り
捨
て

▼
受
け
付
け
は
先
着
順
で
、
平
成
24

年
度
予
算
額（
１
，
６
０
０
万
円
）
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
耐
震
改
修
、
解
体
、
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
設
置
の
各
工
事
は
、
助
成

件
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
予

定
件
数
に
達
し
た
時
点
で
終
了
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
申
込
・
問
合
先
】
三
笠
建
設
協
会


②
２
１
５
１（
祝
日
を
除
く
毎
週
木

曜
日
／
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）

※
ご
相
談
は
市
役
所
建
設
管
理
課
住

宅
係（

②
３
９
９
８
）
で
も
お
受
け

し
ま
す
。

【
職
種
】
生
活
保
護
受
給
者
に
係
る
就

労
支
援
員

【
職
務
内
容
】
生
活
保
護
を
受
給
中
の

被
保
護
者
に
対
し
、
就
労
支
援
・
就
労

指
導
を
行
う
業
務

【
要
件
】
4
月
1
日
現
在
で
64
歳
ま
で

の
健
康
な
方

【
資
格
】
市
内
在
住
で
、
職
業
相
談
・
指

導
の
経
験
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン（
ワ
ー

ド
、
エ
ク
セ
ル
）
の
基
本
操
作
が
で
き

る
方

【
募
集
人
員
】1
人

【
勤
務
日
】
毎
月
の
支
給
日（
原
則
毎

月
1
日
）、
15
日（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

の
場
合
翌
日
）、
毎
週
水
曜
日（
祝
日
・

年
末
年
始
休
み
）

【
勤
務
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後

5
時

【
賃
金
な
ど
】
市
の
規
程
に
よ
り
決
定
。

日
額
７
，
１
４
０
円（
各
種
手
当
、
各

種
保
険
な
し
）

【
試
験
】
面
接
試
験
（
面
接
日
は
後
日

通
知
）

【
任
用
】
5
月
1
日
～
平
成
25
年
3
月

31
日

【
応
募
手
続
】
市
が
指
定
す
る
履
歴
書

を
福
祉
事
務
所
総
務
係
で
受
け
取
り
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
貼

り
、
4
月
20
日

ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。（
郵
送
可
）

【
提
出
・
問
合
先
】
福
祉
事
務
所
福
祉

総
務
係

②
３
９
９
５
（
〒
０
６
８
‐

２
１
９
２
三
笠
市
幸
町
2
番
地
）

　

市
で
は
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
住
ま
い
づ
く
り
の
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
所
有
し
て
居

住
す
る
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
市
内

の
建
設
業
者
に
依
頼
し
て
行
う
場
合
、

工
事
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
住
宅

▼
市
内
で
自
己
が
所
有
し
、
現
在
居

被
保
護
者
就
労
支
援
員
募
集

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

春の交通安全運動

日時 場所

4月 6日午前11時 三笠小学校、岡山小学校

（新入学児童交通安全啓発）

9日午前7時30分 三笠小学校前 （安全の見守り）

10日午前11時 幾春別消防センター横

11日午前11時 岡山警察官駐在所前

12日午前11時 巴ハイヤー前

13日午前11時 竹次ふとん店横

14日午前11時 唐松警察官駐在所前

15日午前11時 幌内警察官駐在所前

※雨天の場合は中止します。

交通事故死ゼロ700日達成‼

【問合先】

生活安全センター交通防災係②7777

　平成24年1月26日、平成7年以来16年ぶりとなる交通事

故死ゼロ700日を達成しました。この記録が1日でも長く

続くようドライバーはスピードダウンの励行、歩行者は交

通ルールの遵守など、それぞれの立場で交通安全を実践

しましょう。

4月6日㈮から15日㈰
　この時季は、新入学児童など

子供の飛び出しや、雪道からの解

放感によるスピードの出し過ぎな

どが原因とされる交通事故の発

生が心配されることから、次の日

程で交通安全を呼び掛けます。
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ごみ焼きは禁止されています
　空気が乾燥し、強い風が吹くこれからの時期ちょっ

とした火の粉からでも火災になる危険性があります。

　屋外でのごみの焼却は法律で禁止されています。絶

対にやめましょう。

ホームタンクの点検を
　例年この時期には、雪に埋もれて気付かなかったホームタンクからの灯油

漏れが多く発見されています。いま一度、各家庭での灯油漏れがないかなど、

次のことを確認しましょう。

噛 タンクや配管が変形したり、灯油の臭いがしていないか。
噛 給油の回数が増えていないか。（極端に減りが早い場合、漏れている可能性
があります）

噛 室内の灯油ホースも確認しましょう。（室内で使用していても、ホースは劣
化してひびが入ります。痛み具合を確認しましょう）

防火査察が始まります
　4月から10月にかけて、一人暮らしの高齢者世帯を中心に、消防職員が防火

査察に伺います。防火診断をはじめ、健康状態や生活状況の確認をします。何

か困ったことや不安なことがありましたら、気軽にご相談ください。

住宅用火災警報器の早期設置を
　すべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義務付け

られました。

　火災を早期発見し、住宅火災による被害の軽減、犠牲

者を防ぐためにも、まだ設置されていないお宅は、早急

に設置しましょう。

悪質訪問販売にご注意を
　住宅用火災警報器の設置義務化に伴い、各地では悪質訪問販売の被害が発

生しています。被害に遭わないよう、次のことを心掛けましょう。

噛 自宅のどの個所に設置する必要があるか、あらかじめ知っておく。
噛 消防職員が訪問販売することはありません。
噛 値段が高い、強引に家に入るなど怪しいと感じたら、その場で断る。

　

市
で
は
、
定
住
促
進
に
よ
る
地
域

活
性
化
の
た
め
、
三
笠
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
お
い
て「
住
宅
情
報
バ
ン
ク
」

を
開
設
し
、
売
却
や
賃
貸
で
き
る
市

内
の
空
き
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
、
土
地

を
無
料
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
市
内

に
所
有
す
る
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
、
土

地
の
売
却
や
賃
貸
を
お
考
え
で
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
紹
介
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
内
の
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
、
土
地

の
購
入
や
賃
借
を
お
考
え
の
方
は
、

住
宅
情
報
バ
ン
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
先
】
建
設
管
理
課
住
宅
係

②

３
９
９
８

　

例
年
、
雪
解
け
か

ら
秋
に
か
け
て
「
近

く
で
工
事
を
す
る

の
で
水
質
検
査
に

来
ま
し
た
」
な
ど
と
、
あ
た
か
も
市
役

所
と
関
係
が
あ
る
か
の
よ
う
に
装
っ

て
、
高
額
な
浄
水
器
を
販
売
し
た
り
、

下
水
道
の
排
水
管
清
掃
を
目
的
に
多

額
の
工
事
代
金
を
請
求
し
た
り
す
る

悪
質
な
業
者
が
各
家
庭
を
訪
問
し
て

い
ま
す
。

　

市
役
所
で
は
戸
別
訪
問
に
よ
る
水

質
検
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
は

一
切
行
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
漏
水
調
査
な
ど
で
委
託

職
員
な
ど
が
家
庭
を
訪
問
す
る
場
合

は
、必
ず「
職
員
証
」
を
掲
示
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
水
道
排
水
管
の
清
掃
や

修
理
な
ど
は
、
自
宅
の
工
事
を
行
っ

た
指
定
工
事
店
に
相
談
さ
れ
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
水
道
課
水
道
管
理
係

②

３
１
７
８

住
宅
情
報
バ
ン
ク
に

情
報
の
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

全国統一防火標語

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を
！

消したはず 決めつけないで もう一度

【問合先】消防署消防係②3499

春の火災予防運動

　火災が発生しやすい季節を迎えるに当たり、市民一人一人の火災予防への

意識を高めるため、4月20日から30日までの間、消防署では「春の火災予

防運動」を実施します。

住宅用火災警報器の悪質訪問販売を見たり聞いたりしたときは、
消防署までご連絡ください。

　住宅用火災警報器を購入・設置された方は消防署までご連絡ください。
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固
定
資
産
税
は
、
毎
年
1
月
1
日

現
在
で
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
を
所

有
し
て
い
る
方
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
土
地
・
家
屋
の
評

価
額
を
次
の
要
領
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

　

こ
の
縦
覧
制
度
は
、
固
定
資
産
税

の
納
税
者
が
ほ
か
の
土
地
や
家
屋
の

価
格
を
閲
覧
す
る
こ
と
で
、
課
税
が

適
正
で
あ
る
か
を
判
断
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

【
縦
覧
で
き
る
内
容
】

▼
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、

地
番
、地
目
、地
積
、価
格

▼
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
…
所
在
、家

屋
番
号
、構
造
、種
類
、床
面
積
、価
格

※
所
有
者
の
住
所
、
氏
名
な
ど
の
所

有
者
情
報
は
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

【
期
間
】4
月
2
日

～
5
月
1
日


／
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時（
土
・

日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

【
場
所
】財
務
課
市
税
係（
1
階
）

【
対
象
】三
笠
市
の
固
定
資
産
税
納
税

義
務
者

※
土
地
の
み
を
所
有
し
て
い
る
方
は

家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
同
様
に
家
屋

の
み
を
所
有
し
て
い
る
方
は
土
地
価

格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
年
に

1
度
、
市
内
の
家

屋
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
が
、

課
税
誤
り
を
防

止
す
る
た
め
次

の
場
合
に
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
住
宅
を
新
築
・
増
築
し
た
場
合

▼
車
庫
や
物
置
を
新
た
に
建
て
た
場

合▼
建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合

※
登
記
物
件
は
「
滅
失
登
記
」
が
必
要

で
す
。

【
登
記
に
関
す
る
届
出
先
】札
幌
法
務

局
岩
見
沢
支
局
（
岩
見
沢
市
有
明
町

南
1
‐
12
）

０
１
２
６
‐
２
２
‐
０
６

１
９

◆
固
定
資
産
税
っ
て
何
？

　

毎
年
1
月
1
日
現

在（
賦
課
期
日
と
い
い

ま
す
）
で
、
固
定
資
産

を
所
有
し
て
い
る
方
が
、
固
定
資
産

の
価
格
を
基
に
算
出
し
た
税
額
を
納

め
る
税
金
の
こ
と
で
す
。

◆
固
定
資
産
と
は
？

【
土
地
】田
、
畑
、
宅
地
、
鉱
泉
地
、
池
沼
、

山
林
、
牧
場
、
原
野
、
そ
の
他
の
土
地

（
雑
種
地
）

【
家
屋
】住
宅
、
店
舗
、
工
場（
発
電
所
・

変
電
所
含
む
）、
倉
庫
、
そ
の
他
の
建

物【
償
却
資
産
】
構
築
物
、
機
械
、
装
置
、

工
具
、
器
具
、
備
品
、
船
舶
な
ど
の
事

業
用
資
産
で
、
法
人
税
ま
た
は
所
得

税
で
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産
。

た
だ
し
、
自
動
車
税
、
軽
自
動
車
税
が

か
か
る
自
動
車
は
除
き
ま
す
。

◆
納
税
義
務
者
と
は
？

　

土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
所
有
者

と
し
て
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
所
有
し
て
い
る
方
が
賦

　

本
年
は
、
記
録
的
な
大
雪
で
融
雪
が
例
年
よ
り
遅
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
暖
か
く
な
る
と
ヒ
グ
マ
も
活
動
的
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
山
に
入
る
場
合
に
は
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
山
菜
採
り
に
行
く
方
へ

　

ヒ
グ
マ
も
山
菜
を
食
べ
に
来
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
そ
の
餌
場
に
入
っ
て
い

ま
す
の
で
、
被
害
に
遭
う
確
率
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。
下
ば
か
り
向
い
て
い

な
い
で
、
周
囲
に
も
注
意
を
払
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
単
独
行
動
は
控
え
て
、
多
人

数
で
行
動
し
た
り
、
鈴
を
付
け
て
歩
く
な
ど
、
音
を
立
て
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
登
山
が
好
き
な
方
へ

　

ヒ
グ
マ
の
生
活
圏
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ど
こ
に
で
も
ヒ
グ
マ
が

い
る
と
考
え
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い
。
特
に
、
早
朝
や
日
没
の
行
動
は
、
ヒ
グ
マ

と
出
合
う
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
山
道
で
人
と
出
会
っ
た
ら
お
互
い
に
ヒ
グ

マ
の
情
報
交
換
を
し
ま
し
ょ
う
。

◆
渓
流
釣
り
を
楽
し
む
方
へ

　

狭
い
渓
流
で
は
、
水
音
や
風
向
き
で
ヒ
グ
マ
も
人
も
お
互
い
気
付
き
に
く
く

な
り
ま
す
。常
に
周
囲
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

遠
く
に
ヒ
グ
マ
を
見
つ
け
た
と
き

　

ヒ
グ
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
て
い

な
い
な
ら
、
静
か
に
そ
の
場
か
ら
立

ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
が
こ
ち
ら
に
気
付
い
た
と
き

　

ヒ
グ
マ
の
移
動
す
る
方
向
を
見
定

め
な
が
ら
、
静
か
に
立
ち
去
り
ま
し

ょ
う
。
ま
ず
は
落
ち
着
い
て
く
だ
さ

い
。
普
通
に
し
て
い
れ
ば
、
ほ
と
ん
ど

の
ヒ
グ
マ
は
立
ち
去
る
は
ず
で
す
。

ヒ
グ
マ
が
近
づ
い
て
き
た
と
き

　

ヒ
グ
マ
の
目
を
に
ら
み
続
け
、
ヒ

グ
マ
の
動
き
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

と
後
退
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、

リ
ュ
ッ
ク
や
服
な
ど
の
持
ち
物
を
そ

っ
と
置
く
と
、
ヒ
グ
マ
の
気
を
引
い

て
時
間
を
稼
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
ヒ
グ
マ
を
刺
激
し
て
は
い

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
評
価
額
の
縦
覧

固
定
資
産
税
の
届
け
出

固
定
資
産
税
の
Ｑ
＆
Ａ

ヒ
グ
マ
に
気
を
付
け
て
�

も
し
も
ヒ
グ
マ
に
出
合
っ
た
ら
…

【
問
合
先
】農
林
課
農
林
係

②
３
９
９
６

【
問
合
先
】
財
務
課
市
税
係

②
３
１
８
６

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

縦
覧
す
る
際
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
・
健
康
保
険
証
な
ど
、

本
人
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

も
の

※
代
理
人
の
場
合
は
納
税
義
務
者
か

ら
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。
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課
期
日
前
に
亡
く
な
ら
れ
て
い
る
場

合
に
は
、
賦
課
期
日
現
在
で
そ
の
土

地
、
家
屋
を
現
に
所
有
し
て
い
る
方

が
納
税
義
務
者
と
な
り
ま
す
。

◆
税
額
は
ど
の
よ
う
に
計
算
す
る

の
？

　

固
定
資
産
の
価
格
か
ら
決
定
し
た

課
税
標
準
額
に
税
率
１
．
７
５
％
を

乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

※
市
内
に
同
一
人
が
所
有
す
る
土

地
・
家
屋
・
償
却
資
産
の
そ
れ
ぞ
れ
の

課
税
標
準
額
が
次
の
金
額
に
満
た
な

い
場
合
に
は
、
固
定
資
産
税
は
課
税

さ
れ
ま
せ
ん
。

▼
土
地
…
…
…
…
…
30
万
円

▼
家
屋
…
…
…
…
…
20
万
円

▼
償
却
資
産
…
…
…
１
５
０
万
円

◆
納
税
通
知
書
は
い
つ
送
ら
れ
て
く

る
の
？
納
期
限
は
い
つ
？

　

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
は
毎

年
4
月
中
旬
に
発
送
さ
れ
、4
月
、7
月
、

12
月
、翌
2
月
の
4
回
に
分
け
て
納
税

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◆
車
庫
や
物
置
に
も
税
金
が
か
か
る

の
？

　

固
定
資
産
税
の

課
税
の
対
象
と
な

る
家
屋
は
、
屋
根
が

あ
り
四
方
向
の
壁

の
う
ち
す
べ
て
の
壁
、
ま
た
は
三
方

向
が
壁
と
な
っ
て
い
る
建
物
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
家
屋
と
し
て
認
定
さ

れ
れ
ば
、
車
庫
や
物
置
で
も
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

◆
2
月
に
固
定
資
産
を
売
買
し
た
ら

税
額
は
ど
う
な
る
の
？

　

固
定
資
産
税
は
1
月
1
日
現
在
の

所
有
者
に
年
税
額
が
課
税
さ
れ
る
た

め
、
納
付
書
が
送
付
さ
れ
る
前
に
売

買
な
ど
で
所
有
権
が
移
転
さ
れ
て
も
、

平
成
24
年
度
の
固
定
資
産
税
を
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら
届
け
出

は
？

　

家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き
は「
滅

失
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
地

を
確
認
し
て
翌
年
度
の
課
税
の
対
象

か
ら
除
き
ま
す
。
登
記
さ
れ
て
い
る

家
屋
の
場
合
は
法
務
局
で
滅
失
登
記

の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
未
登
記
の
家
屋
の
名
義
を
変
更
し

た
い
け
ど
ど
う
す
る
の
？

　

「
家
屋
補
充
課
税
台
帳
名
義
人
変

更
届
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
け
出
が
な
い
場
合
、
翌
年
度
以

降
も
前
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
た
ま

ま
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合
の
手

続
き
は
？

　

所
有
者
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た

場
合
、
相
続
登
記
が
完
了
す
る
ま
で

の
間
、
相
続
人
の
代
表
者
を
定
め
て

「
相
続
人
代
表
者
指
定
届
」
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
相
続
登
記
を
年
内
に

完
了
す
る
場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
所
有
者
に
代
わ
っ
て
税
金
の
管
理

を
す
る
と
き
は
？

　

納
税
通
知
書
の
管
理
を
す
る
方
を

定
め
る
場
合
は「
納
税
管
理
人
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
で
納
税
し
て
い
る
場
合

は
口
座
振
替
の
変
更
の
手
続
き
も
併

せ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
税
額
が
急
に
高
く
な
っ
た
の
は
ど

う
し
て
？

▼
住
宅
を
壊
し
た
場
合

　

土
地
の
上
に
一
定
用

件
を
満
た
す
住
宅
が
あ

る
と
「
住
宅
用
地
に
対

す
る
課
税
標
準
の
特

例
」
が
適
用
さ
れ
減
額

さ
れ
ま
す
が
、
滅
失
や

用
途
を
変
更
す
る
と
こ

の
特
例
か
ら
外
れ
る
た

め
で
す
。

※
住
宅
用
地
の
特
例
措

置
が
適
用
さ
れ
る
土
地

の
面
積
は
、
家
屋
の
床

面
積
の
10
倍
ま
で
で
す
。

◆
平
成
20
年
に
住
宅
を
新
築
し
ま
し

た
が
、平
成
24
年
度
分
か
ら
税
額
が

急
に
上
が
っ
た
の
は
ど
う
し
て
？

　

新
築
住
宅
に
対

し
て
一
定
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る

場
合
、
課
税
の
年
度

か
ら
3
年
度
分
（
3
階
建
以
上
の
中

高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
5
年
度
分
）

に
限
り
、
税
額
が
1
／
2
に
減
額
（
１

２
０
㎡
相
当
分
）
さ
れ
ま
す
。

　

よ
っ
て
平
成
21
・
22
・
23
年
度
分
は

減
額
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
適
用
期

間
が
終
了
し
た
こ
と
で
本
来
の
税
額

に
な
っ
た
た
め
で
す
。

住宅特例の区分 特例率
小規模住宅用地 （1戸につき200㎡以下の部分） 1／6
その他の住宅用地 （200㎡を超える部分） 1／3

け
ま
せ
ん
。
大
声
を
出
す
、
走
っ
て
逃

げ
る
、
石
を
投
げ
る
な
ど
は
自
殺
行

為
で
す
。

子
グ
マ
を
見
つ
け
た
と
き

　

子
グ
マ
を
見
つ
け
た
ら
絶
対
に
近

づ
か
な
い
で
、
速
や
か
に
立
ち
去
っ

て
く
だ
さ
い
。
不
用
意
に
近
づ
く
と

母
グ
マ
の
攻
撃
を
受
け
ま
す
。

　

な
お
、
子
グ
マ
は
生
後
1
年
半
か

ら
2
年
半
ま
で
、
大
き
さ
に
し
て
大

型
犬
以
上
に
な
る
ま
で
、
母
親
と
一

緒
に
行
動
し
ま
す
。

　

残
飯
な
ど
の
ご
み
は
、
ヒ
グ
マ
に

と
っ
て
お
い
し
い
ご
ち
そ
う
で
す
。

1
度
ご
み
の
味
を
覚
え
る
と
、
そ
れ

を
目
当
て
に
そ
の
場
所
に
繰
り
返
し

出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
人
に
も
近
づ
く

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

普
通
の
ヒ
グ
マ
は
人
を
避
け
る
も

の
で
す
。そ
れ
を
ご
み
に
よ
っ
て
引
き

寄
せ
る
こ
と
で
問
題
が
起
き
ま
す
。

　

あ
な
た
が
ヒ
グ
マ
の
被
害
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
す
る
た
め
や
、ヒ
グ
マ
が

人
間
に
近
づ
い
て
捕
獲
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
、ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。野
外
に
放
置
し
た
り

埋
め
た
り
す
る
こ
と
は
危
険
で
す
。

危
険
な
ヒ
グ
マ
を
作
ら
な
い
た
め
に

―
 

ご
み
は
ヒ
グ
マ
を
呼
び
寄
せ
ま
す ―

ヒグマの足跡
ヒグマの足跡は、足
の前の方にのみ爪が
あり後ろは平らにな
っているのが特徴で
す。大きさは10cm以
上あります。足跡を
見掛けたときは十分
注意してください。

市
内
の
山
林
に
入
る
場
合
に
は

入
林
許
可
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《お 願 い》

通報時間帯 通報連絡先
平日17：00～8：30
土・日曜日、祝日

生活安全センター 
☎②7777

平日8：30～17:00 農林課農林係☎②3996

捕獲などの対応を迅速に行うため、ヒグマを
発見したときの通報は、場所、時間、大きさ、立
ち去った方向を詳しく教えていただきますよ
うお願いします。
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高
齢
（
主
に
認
知
症
）
の

方
は
記
憶
力
や
判
断
力
の

低
下
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、

道
を
間
違
え
た
り
、
自
分
が

ど
こ
に
い
る
の
か
分
か
ら

な
く
な
っ
て
、
行
方
不
明
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は

主
に
認
知
症
の
高
齢
者
が

行
方
不
明
と
な
っ
た
場
合

に
警
察
、
消
防
、
交
通
機
関

が
協
力
し
て
早
期
発
見
・
保

護
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

市
で
は
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。
市
外
か
ら
転
入
し
、
民
間
賃
貸
住

宅
に
居
住
さ
れ
て
い
る
40
歳
未
満
の
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】

▼
若
者
世
帯
の
場
合
は
、
家
賃
か
ら
3
万
円
を

減
じ
て
得
た
額
を
、
3
万
円
を
上
限
と
し
て
60

カ
月
助
成

※
子
を
扶
養
し
て
い
る
ま
た
は
60
カ
月
の
助
成

期
間
内
に
新
た
に
子
を
扶
養
し
た
場
合
は
、
そ

の
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
助
成
し
ま
す
。

▼
単
身
世
帯
の
場
合
は
、
家
賃
か
ら
2
万
円
を

減
じ
て
得
た
額
を
、
2
万
円
を
上
限
と
し
て
36

カ
月
助
成

※
36
カ
月
の
助
成
期
間
内
に
婚
姻
な
ど
に
よ
り

若
者
世
帯
と
な
っ
た
場
合
は
、
助
成
期
間
を
60

カ
月
と
し
、
助
成
期
間
内
に
子
を
扶
養
し
た
場

合
は
、
そ
の
子
が
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
助

成
し
ま
す
。

▼
助
成
金
は
、
三
笠
市
商
工
会
が
指
定
す
る
商

品
券
で
交
付
し
ま
す
。
第
1
回
目
の
み
3
カ
月

分
を
前
交
付
し
、
第
2
回
目
以
降
は
6
カ
月
分

ご
と
に
一
括
交
付
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

▼
平
成
23
年
7
月
1
日
以

降
に
転
入
し
、
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す
る

世
帯
で
次
の
項
目
に
該
当

す
る
世
帯

①
若
者
世
帯
…
夫
婦
い
ず
れ
か
が
満
40
歳
未
満

の
世
帯
ま
た
は
中
学
生
ま
で
の
子
が
居
住
し
、

か
つ
そ
の
子
を
扶
養
し
て
い
る
夫
婦
世
帯
ま
た

は
寡
婦（
夫
）世
帯

②
単
身
世
帯
…
満
40
歳
未
満
で
事
務
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
企
業
に
勤
務
す
る
単
身
世
帯

▼
市
内
居
住
者
で
平
成
24
年
4
月
1
日
以
降
に

婚
姻
に
よ
り
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
入
居
す

る
若
者
世
帯

▼
転
入
の
日
前
1
年
間
に
市
内
に
住
所
を
有
し

て
い
な
か
っ
た
世
帯

▼
世
帯
全
員
が
市
、
現
住
所
地
の
市
町
村
で
納

入
す
べ
き
税
や
使
用
料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と

▼
転
入
後
、
住
民
と
し
て
1
年
以
上
居
住
を
約

束
す
る
誓
約
書
を
提
出
す
る
こ
と

▼
市
内
に
勤
務
す
る
国
家
公
務
員
・
地
方
公
務

員
や
一
部
事
務
組
合
職
員
な
ど
を
除
く
。（
看
護

師
・
准
看
護
師
は
対
象
に
な
り
ま
す
）

【
対
象
住
宅
】

　

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
と
し
、
次
の
住
宅
は

除
き
ま
す
。

①
市
営
、道
営
な
ど
の
公
的
賃
貸
住
宅

②
社
宅
、
官
舎
、
寮
な
ど
の
事
業
主
な
ど
か
ら
貸

与
さ
れ
て
い
る
給
与
住
宅

③
親
族（
3
親
等
以
内
）
が
所
有
ま
た
は
居
住
し

て
い
る
住
宅

移
住
・
定
住
・
支
援
事
業
に
つ
い
て

転
入
す
る
若
者
世
帯
、単
身
世
帯
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
一
部
を
助
成

高（
主
に
認
知
症
）

齢
者
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

【
申
込
・
問
合
先
】建
設
管
理
課
住
宅
係

②
３
９
９
８

【
問
合
先
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
地
域
包
括
支
援
係

③
２
０
１
０

◆
事
前
登
録
が
で
き
ま
す

　

行
方
不
明
に
な
っ
た
場
合
、
少
し
で
も
早
く

対
応
が
で
き
る
よ
う
事
前
に
登
録
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

な
お
、
事
前
登
録
が
な
い
場
合
で
も
警
察
署

に
連
絡
す
る
こ
と
で
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

利
用
で
き
ま
す
。

【
対
象
】市
内
に
お
住
ま
い
の
高
齢
者
で
外
出
し

た
際
に
自
宅
ま
で
戻
れ
な
く
な
る
恐
れ
の
あ
る

方【
必
要
な
も
の
】
登
録
す
る
方
の
最
近
の
写
真
、

申
請
す
る
方
の
印
か
ん

【
登
録
窓
口
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ふ
れ

あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

※
事
前
登
録
申
請
書
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。

◆
地
域
の
方
へ
の
お
願
い

　

高
齢
の
方
を
見
掛
け
て
「
変
だ
な
？
徘は

い
か
い徊

か

な
？
」
と
思
っ
た
場
合
は
ひ
と
言
声
を
掛
け
、
警

察
署
ま
た
は
最
寄
り
の
駐
在
所
に
連
絡
し
、
警

察
署
員
が
到
着
す
る
ま
で
付
き
添
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
徘は

い
か
い徊
と
は

　

高
齢
や
認
知
症
に
な
る
と
、
自
分
の
い
る
場

所
や
時
間
・
季
節
・
周
囲
の
人
・
自
分
自
身
が
分

か
ら
な
く
な
り
、
安
心
で
き
る
場
所
を
求
め
て

歩
き
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
「
徘
徊
」

と
い
い
ま
す
。

高齢者の行方が分からなくなった場合は
すぐに三笠警察署へ電話連絡してください。

三笠警察署　☎②8110

「高齢者SOSネットワーク」利用イメージ
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市
で
は
、
住
宅
の
新
築
や
分
譲
住
宅
、
中
古
住

宅
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
住
宅

を
新
築
、購
入
さ
れ
た
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

▼
住
宅
に
居
住
す
る
予
定
の
す
べ
て
の
方
が
市

ま
た
は
現
住
所
地
の
市
町
村
に
納
入
す
る
税
、

使
用
料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
転
入
者
は
、
転
入
の
日
前
1
年
間
市
内
に
住

所
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
方

【
対
象
住
宅
】

▼
新
築
の
場
合
は
、
居
住
面
積
が
70

以
上
、
中

古
住
宅
の
場
合
は
50

以
上
の
住
宅

▼
中
古
住
宅
は
3
親
等
以
内
の
親
族
以
外
が
所

有
し
て
い
る
住
宅

▼
新
築
の
場
合
は
工
事
着
手
日
、分
譲
住
宅
・
中
古

住
宅
は
売
買
契
約
日
が
平
成
23
年
7
月
1
日
以
降

　

市
で
は
、
民
間
資
金
を
活
用
し
た
賃
貸
共
同

住
宅
の
建
設
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
建
設
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は

事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
助
成
内
容
】賃
貸
共
同
住
宅
の
建
設
費
用
の
10

分
の
1
以
内
と
し
、
６
０
０
万
円
を
上
限
と
し

ま
す
。

【
対
象
者
】

▼
平
成
23
年
7
月
1
日
以
降
に
市
内
で
賃
貸
共

同
住
宅
を
建
設
し
、
そ
の
所
有
者
と
な
る
法
人

ま
た
は
個
人

▼
市
ま
た
は
現
住
所
地
の
市
町
村
に
納
入
す
る

税
や
使
用
料
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

▼
三
笠
市
商
工
業
等
元
気
支
援
条
例
に
よ
る
補

助
金
の
対
象
と
な
る
方
は
除
き
ま
す
。

【
対
象
住
宅
】

▼
建
築
基
準
法（
昭
和
25
年
法
律
第
２
０
１
号
）

に
規
定
す
る
共
同
住
宅
ま
た
は
長
屋

▼
建
設
す
る
賃
貸
共
同
住
宅
な
ど
の
戸
数
が
、

1
棟
に
つ
き
6
戸
以
上
で
あ
る
こ
と

▼
2
Ｄ
Ｋ
以
上
の
戸
数
が
2
分
の
1
以
上
で
あ

る
こ
と

▼
各
戸
が
居
間（
台
所
と
共
有
し
て
い
る
場
合
を

含
む
）の
ほ
か
、1
室
以
上
の
居
住
室
が
あ
る
こ
と

▼
各
戸
に
玄
関
、
便
所
、
浴
室
、
台
所
が
設
置
さ

れ
て
い
る
こ
と

▼
建
設
し
た
賃
貸
共
同
住
宅
な
ど
の
10
分
の
1

以
上
に
、
三
笠
市
若
者
移
住
定
住
促
進
家
賃
助

成
事
業
に
該
当
す
る
世
帯
を
入
居
さ
せ
る
よ
う

努
め
る
こ
と

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険
料
は
、

2
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、
加
入
者
に
等
し
く
負
担
し
て
い
た

だ
く
「
均
等
割
」
と
所
得
に
応
じ
て
負
担
い

た
だ
く
「
所
得
割
」
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
・
25
年
度
の
新
し
い
保
険
料
率

な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

な
お
、平
成
24
年
度
の
保
険
料
額
は
7
月

に
個
別
に
通
知
し
ま
す
。

賃
貸
共
同
住
宅
の
建
設
費
用
の
一
部
を
助
成

住
宅
の
新
築
や
中
古
住
宅
の
購
入
費
用
の
一
部
を
助
成

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料
改
定

保険料の軽減について …世帯主や加入者（被保険者）の所得に応じて、保険料の軽減があります。

①均等割の軽減 …均等割47,709円は所得に応じて次のとおり軽減されます。

4,770円
7,156円

23,854円

38,167円
※保険料の計算は、均等割額と所得割額を合算後に100円未満を切り捨てます。
②所得割の軽減 …加入者個人の所得で判定します。前年の所得から33万円を引いた額が58万円以下

の方は、所得割が5割軽減となります。

③被用者保険の被扶養者であった方の保険料の軽減 …この制度に加入したときに被用者保険の被扶

養者だった方は、所得割はかからず均等割が9割軽減となります。

【助成内容】
1．新築住宅建設費用助成金

2．中古住宅購入費用助成金

【
問
合
先
】北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

０
１
１
‐
２
９
０
‐
５
６
０
１

市
民
生
活
課
保
険
医
療
係

②
３
１
８
８

保険料の計算方法 （平成24年度） 
保険料は、すべての加入者（被保険者）にかかります。
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り
、
川
内
、
達
布
、
美
和

▼
偶
数
月
の
検
針
地
区
…
奇
数
月
の

検
針
地
区
以
外

②
検
針
か
ら
請
求
ま
で
の
流
れ

　

使
用
水
量
の
検
針
は
隔
月
の
上
旬

に
各
家
庭
や
事
業
所
を
回
っ
て
行
い
、

「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
【
見
本
】
」
を

郵
便
受
け
な
ど
に
投
函
し
て
い
ま
す
。

「
使
用
水
量
の
お
知
ら
せ
」
に
は
、
検

針
月
に
使
用
し
た
水
量
に
基
づ
く
翌

月
分
の
請
求
額
な
ど
が
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

下
水
道
使
用
料
は
、
今
月
検
針
分

か
ら
改
定
し
、
5
月
請
求
分
か
ら
上

が
り
ま
す
。
今
回
の
改
定
は
、
下
水
道

事
業
の
健
全
な
経
営
を
目
的
と
し
た

も
の
で
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
改
定
の
内
容
》

①
検
針
地
区
の
区
分（
奇
数
月
・
偶
数

月
）と
毎
月
請
求
額

　

使
用
水
量
の
検
針
は
、
奇
数
月
・
偶

数
月
に
該
当
す
る
地
区
の
検
針
を
行

い
ま
す
。
な
お
毎
月
の
請
求
額
の
内

容
は
左
の【
表
1
】を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
奇
数
月
の
検
針
地
区
…

岡
山
、
萱
野
、
大
里
、
多
賀

町
、
幸
町
、
有
明
町
、
若
草

町
、
柏
町
、
高
美
町
、
榊
町
、

若
松
町
、
堤
町
、
本
町
、
宮

本
町
、
本
郷
町
、
い
ち
き
し

水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

下
水
道
使
用
料
の
改
定

　

4
月
は
転
入
、
転
出
が
多
い
月
で

す
。
水
道
の
使
用
開
始
や
休
止
、
建
物

の
解
体
な
ど
の
と
き
は
必
ず
水
道
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
な
お
、
休
止
の

連
絡
が
な
い
場
合
は
、
水
道
料
金
を

支
払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
お

支
払
い
は
、
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
口
座
振
替
の
手

続
き
は
各
金
融
機
関
の
窓
口
で
お
願

い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
水
道
課
上
下
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー

②
４
０
０
１

区分
3月 4月 5月 6月

改定前 改定後

奇数月の

検針地区
基本

基本
＋
超過

基本
基本
＋
超過

偶数月の

検針地区

基本
＋
超過

基本
基本
＋
超過

基本

毎月の検針
大口企業のみ

基本
＋
超過

基本
＋
超過

基本
＋
超過

基本
＋
超過

換算月と

請求月

2月分の

3月請求

3月分の

4月請求

4月分の

5月請求

5月分の

6月請求

※基本＝基本料金、超過＝超過料金
※2月分の3月請求とは、2月に検針した使用水量が3月に
請求されることです。

必
ず
ご
連
絡
を
！
水
道
の
使
用
開
始
、休
止

　

皆
さ
ん
の
お
宅
の
外
壁
な
ど
に
設

置
さ
れ
て
い
る
水
道
メ
ー
タ
ー
に
、

漏
水
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

下
図
は
水
道
メ
ー
タ
ー
の
一
例
で

す
。
使
用
水
量
は
検
針
月
ご
と
の
水

量
表
示
部
の
数
値
の
差
し
引
き
で
計

算
し
ま
す
。
そ
の
水
量
が
普
段
と
比

べ
て
異
常
に
多
い
場
合
や
漏
水
マ
ー

ク
が
点
滅
ま
た
は
点
灯
し
て
い
る
場

合
は
漏
水
の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
場
合
は
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
先
】
水
道
課
上
下
水
道
お
客
様
セ
ン
タ
ー

②
４
０
０
１

　

市
で
は
、
下
水
道
の
処
理
区
域
内

で
、
く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
し
よ
う
と
す
る
方
や
、
既
設
の

し
尿
浄
化
槽
を
廃
止
し
て
公
共
下
水

道
に
接
続
し
よ
う
と
す
る
方
に
改
造

資
金
の
一
部
を
貸
し
付
け
し
て
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
貸
付
金
額
・
期
間
な
ど
】

▼
工
事
費
の
90
％
以
内
で
、
便
器
1

基
に
つ
き
45
万
円
以
内

▼
貸
付
利
息
な
し

▼
償
還
期
間
50
カ
月
以
内

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

水
道
メ
ー
タ
ー
漏
水
ひ
と
く
ち
メ
モ

水
洗
便
所
等
改
造
資
金（
1
日
も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
）

検
針
か
ら
請
求
ま
で
の
流
れ

24

24

＊＊＊＊-＊＊＊＊-＊＊

○○　△△　様

○○町　△△番地

4

家事用

4

24 2 24 2 22
24 1 22

3,330
14,20224 1

5

3,330

7,162

1,050
1,010

40

7,744
14,906

24 2 1

4 1

4

区分 現行 改定後

家事用

（基本水量8/月）

基本 1,760円 1,936円

超過 220円/ 242円/

業務用

（基本水量10/月）

基本 2,200円 2,420円

超過 220円/ 242円/

浴場用

（基本水量100/月）

基本 2,625円 3,600円

超過 26円/ 36円/

※基本＝基本使用料、超過＝超過使用料

下水道使用料の新旧比較表

《水道メーターの例》

パイロットマーク （水の動きを表示）
蛇口を閉めている状態でパイロットマーク
が点滅する場合にも、漏水の疑いがあります。

漏水マーク警告アラーム表示部

水量表示部

【表1】 検針月（奇数月・偶数月）と毎月請求額
　下水道使用料改定日が4月1日のため、4月のお

支払いは旧使用料（3月分の4月請求）で、5月から

新使用料（4月分の5月請求）になります。


使
用
水
量
の
お
知
ら
せ【
見
本
】

【
問
合
先
】水
道
課
水
道
管
理
係

②
３
１
７
８

　

今
後
も
、健
全
な
経
営
を
確
保
す

る
た
め
、計
画
的
な
改
定
が
必
要
と

考
え
て
お
り
、平
成
28
年
4
月
に
家

事
用
・
業
務
用
は
10
％
、浴
場
用
は
30

％
の
引
き
上
げ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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各
種
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
4
月
1
日
か
ら

「
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
」「
子
宮
頸け

い

が
ん
予
防（
Ｈ

Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン
」「
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
」「
小
児
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン（
7
価
肺
炎
球
菌
結
合
型

ワ
ク
チ
ン
）」の
接
種
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

　

こ
の
助
成
は
予
防
接
種
を
受
け
る
方
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の
も
の
で
、
接
種
を

強
要
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種
を
希

望
す
る
方
は
、
予
防
効
果
や
副
作
用
な
ど
に
つ

い
て
医
師
に
相
談
す
る
な
ど
し
、
十
分
に
理
解

し
た
上
で
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
除
き
助
成
対

象
者
に
は
個
別
に
通
知
を
し
ま
す
。

【
実
施
医
療
機
関
】

▼
市
立
三
笠
総
合
病
院

②
３
１
３
１

（
宮
本
町
４
８
９
番
地
1
）

▼
三
笠
の
杜
病
院

⑥
８
２
１
１

（
幾
春
別
町
4
丁
目
）

助成対象と助成額

区分
肺炎球菌

ワクチン

子宮頸がん

予防ワクチン

ヒブ

ワクチン

小児用肺炎

球菌ワクチン

助成対象 70歳以上
中1～高1生

相当の女子

生後2カ月以上

5歳未満

生後2カ月以上

5歳未満

接種費用

①

6,500円

～6,810円
16,210円 6,760円 9,660円

助成額

②

3,250円

～3,410円
16,210円 6,760円 9,660円

自己負担額

①－②

3,250円

～3,400円

0円

（無料）

0円

（無料）

0円

（無料）

接 種 方 法

市外で接種する場合

4月1日から各種予防接種を受ける場合は事前に予約が必要です
市立三笠総合病院（宮本町489番地1）

※必ず希望接種日の前日の午後1時までにお申し込みください。

噛

噛

三笠の杜病院（幾春別町4丁目）


【
問
合
先
】ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
健
康
係

③
２
０
１
０
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　市では市立病院への通院や市内中心部での買い物などで中央バスを利用する高齢者の方に、バス運賃の一
部を助成する目的で回数券を交付します。対象となる方は交付申請の上、ご利用ください。

【交付内容】最寄りのバス停から市立病院前までの片道運賃が200円を超える地域に住んでいる70歳以上の方に対し
て、200円を超える金額分の回数券を無料で交付します。

【対象者】次のすべてに該当する方
①4月1日現在、市内に住所を有している方
②平成25年3月31日までに70歳以上になる方
③最寄りのバス停が次の区間にある方
・幾春別町～清住西
・三笠入口～地神宮
④バスを利用できる身体状況の方

【交付枚数】1人につき52枚

【持参する物】①印かん②健康保険証など（本人の年齢や住所が分かるもの）

【注意事項】
①回数券の利用できる期間は交付日から平成25年3月31日までです。
②回数券は三笠市内でのみ使用できます。市外への乗車には使用できません。
③障害者割引の該当となる方は、障害者割引後100円を超える金額分の回数券
を交付します。
④回数券表示額との差額分は、現金または中央バス回数券でお支払いください。
⑤回数券の使用は1回の乗車につき1枚のみです。
⑥回数券を使用できるのは交付を受けた本人のみです。
⑦回数券の払い戻しはできません。

【担当係】福祉係

【申請受付日時・場所】
9:00～12:00 14:00～17:00

4月19日㈭ 美園市民センター 幾春別市民センター
20日㈮ 唐松市民センター 岡山市民センター
23日㈪ 弥生市民センター
24日㈫～
翌年3月29日㈮

ふれあい健康センター
（土・日曜日、祝日を除く8:30～17:00）

動しています。
　年齢以上に脳が老化することを予
防していつまでも人生を楽しむため
に皆さんも参加してみませんか。
【日時】4月13日㈮・27日㈮／午前10
時～正午
※5月以降の日程は参加いただいた
際にお知らせします。
【場所】ふれあい健康センター
【対象】1年間続けて参加できる方
（年齢・性別は問いません）
【申込期限】4月10日㈫
【担当係】健康係

在宅での福祉サービス

　市では高齢者などの在宅での生活
支援として、次の事業を実施してい
ます。
◆老人ホーム短期入所事業
【内容】要介護認定で「自立」と判定さ
れた高齢者が次の場合、三楽荘で短
期間のお世話をします。
生活習慣指導、体調調整が必要な
とき

一時的に自宅での介護が困難なとき
【利用日数】原則7日以内（やむを得
ない場合、年間90日以内）
【利用料】1日2,994円（所得に応じて
減額の場合あり）
※寝具・テレビ代は自己負担
◆自立援助デイサービス事業
【内容】要介護認定で「自立」と判定さ
れた高齢者で、生活機能が低下し介
護が必要になる恐れのある方にデイ
サービス（生活指導、運動、入浴、食事
など）を行います。
【利用料】1日306円（食事代は実費）
【実施場所】三笠デイサービス明日檜
（萱野195番地3）
◆高齢者ホームヘルプサービス事業
【内容】要介護認定で「自立」と判定さ
れた単身の高齢者で、日常生活に支
障がある方にホームヘルパーを派遣
して家事などの援助を行います。
【利用料】1回（30分以上1時間未満）
229円
◆家族介護用品の支給
【内容】要介護認定で要介護4または
5と判定された在宅の高齢者を介護

している市民税非課税世帯の方に紙
オムツや尿取りパットと引き換えで
きる給付券を毎月支給します。
【支給額】月額6,250円（給付券）
※市内の指定店で利用できます。
◆福祉タクシー利用料金助成事業
【内容】次のいずれかに該当する方
にタクシー利用助成券を交付します。
（入院や入所している方は除く）
①下肢・体幹機能障害1・2級の方
②視覚障害1級の方
③腎臓機能障害1級で、バスを利用
して通院している方
④被爆者健康手帳の交付を受けてい
る方
⑤70歳以上の方で、自宅から最寄り
のバス停留所までの距離が2km以
上で、本人・同居者とも自動車や運転
免許を持っていない方
※申請時に印かん、身体障害者手帳
または被爆者手帳（⑤の方を除く）を
持参してください。
【助成枚数】タクシー基本料金分の助
成券を年間24枚
【担当係】福祉係

高齢者バス回数券を交付します
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生活習慣病予防・介護予防水中運動教室
に参加しませんか！

【申込・問合先】ふれあい健康センター健康係☎③2010

　水中運動は浮力を活用し、ひざや腰が悪くて陸上での運動が困難な
方でも、比較的容易に運動ができます。
　また、水の抵抗が運動負荷になり、一人一人の筋力・体力に応じた運
動ができます。泳げない方でもできますので、ぜひご参加ください。

介護予防水中運動教室とは…
　筋力低下を予防し、健康体力の維持・向上を目指す運動などを8日間の
コースで年6回開催します。今年度は、そのうち脳トレーニングなども行
う認知症予防の水中運動教室を1コース（3コース目）実施します。

【場所・時間】三笠天然温泉太古の湯・午前10時30分～午後0時30分
※集合は午前10時15分までにお願いします。
【送迎】希望者にはバス送迎します。（最寄りのバス停をお知らせください）
【対象】市内在住の65歳以上の方で全日程参加可能な方（要支援・要介護認
定の方を除く）
【講師】NPO法人健康保養ネットワーク・健康運動指導士ほか

【日程】4月11日㈬・18日㈬・25日㈬、5月9日㈬・16日㈬・23日㈬・30日
㈬、6月6日㈬
【定員】15人（定員を超えた場合は過去の参加回数が少ない方を優先
し抽選で決定します）
【参加料】3,600円（450円×8日分）
※温泉も利用できます。
【持ち物】水着、参加資格証明書（参加者に郵送します）
【申込方法】4月5日㈭までに電話または直接ふれあい健康センター窓
口でお申し込みください。

第1回目の参加者募集

元気アップ教室

　この教室は、いすに座って手軽に
できるストレッチ運動などで運動器
の機能向上を図り、自分らしく生き
生きと元気に過ごしていただくこと
を目指しています。
　「年を重ねると動けなくなるのは
当たり前」とあきらめていません
か？運動することで衰えてきている
筋力を取り戻すことができます。
【日時】4月17日から隔週火曜日／午
前10時～11時30分
※1年間を通して隔週火曜日に開催
します。
※5月以降の日程は、参加いただい
た際にお知らせします。
【場所】ふれあい健康センター
【内容】健康チェック、体力測定、アン
ケート（初日・最終日のみ）、いすに座
ったままできるストレッチ運動、チ
ューブやボールを使ったバランス運
動など
【対象】市内在住で65歳以上の方
【講師】渓仁会円山クリニック健康運
動指導士
【定員】40人
※定員を超えた場合は初めて参加す
る方を優先し決定します。
【参加料】無料
【申込期限】4月6日㈮
【担当係】健康係

脳を活性化する 「ひまわりサークル」

　月2回程度、みんなで一緒にゲー
ムやレクリエーション・手工芸など
を行い、楽しみながら脳を活性化す
るサークルです。
　「脳活性化教室」を卒業したメンバ
ーが中心となり、保健師とともに活

もっと元気になりたい
高齢者の方を募集します！

生活習慣病予防水中運動教室とは…
　脂肪燃焼や腹部の引き締め運動などを、8日間のコースで年6回開催し
ます。

【場所・時間】三笠天然温泉太古の湯・午後6時45分～8時15分
※集合は午後6時30分までにお願いします。
【対象】市内在住の30歳以上64歳以下の方で全日程参加可能な方
【講師】NPO法人健康保養ネットワーク・健康運動指導士ほか

【日程】4月11日㈬・18日㈬・25日㈬、5月9日㈬・16日㈬・23日㈬・30日
㈬、6月6日㈬
【定員】15人（定員を超えた場合は過去の参加回数が少ない方を優先
し抽選で決定します）
【参加料】3,600円（450円×8日分）
※温泉も利用できます。
【持ち物】水着、参加資格証明書（参加者に郵送します）
【申込方法】4月5日㈭までに電話または直接ふれあい健康センター窓
口でお申し込みください。

第1回目の参加者募集

※昨年度は㈶北海道健康づくり財団からの補助金を活用して実施しました。
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市内各施設のオープン三笠みんなで歌う会会員募集

　民謡・演歌・
童謡・歌謡曲な
ど、何でも合唱
にしてしまう
不思議な女声
コーラスグル
ープです。
　いろいろな
施設を訪問し
歌ったり、お花
見や日帰り温泉バス旅行など、楽しい
行事もあります。まずは1度見学に来て
みませんか。
【活動日】毎週土曜日／午後1時～3時
【場所】公民館視聴覚室
【問合先】三笠みんなで歌う会・高尾☎
②3241／石黒☎②6691

刈払機取扱作業者の
安全衛生教育講習会

　刈払機を使用して作業される方を対
象に講習会を行います。
【日時】4月21日㈯午前9時～午後4時
30分
【場所】岩見沢市職業訓練センター（岩
見沢市東町2条1丁目28）
【受講料】1人11,000円（林災防会員は
9,000円）
【申込方法】事前に写真1枚（6カ月以内
に撮影した顔写真縦3.5cm×横2.5cm
の裏面に氏名を記入）の提出と受講料
の納付が必要です。
※詳しくはお問い合わせください。
【申込・問合先】林材業労災防止協会岩
見沢分会・駒田☎⑥7301（幾春別栗丘
町13番地堀川林業㈱内）

三笠鉄道村
※鉄道記念館は4月16日㈪にオープン

【問合先】商工観光課商工観光係②3997／三笠鉄道村③1123

4月29日㈰オープン

【問合先】商工観光課商工観光係②3997／

ファミリーランドみかさ遊園⑥8000

ファミリーランドみかさ遊園
※オープン日に限りゴーカートを無料開放します。

4月29日㈰オープン

【問合先】社会教育課生涯教育係②2197

モダンアートミュージアム
― 三笠市芸術文化交流施設 ―
【開館時間】午前9時～午後5時

4月17日㈫オープン

【問合先】［オープン前］クリーンハウス㈱（三笠天然温泉太古の湯）

②8700／［オープン後］サン・パーク管理棟②8989

三笠市パークゴルフ場 
「サン・パーク」
【営業時間】午前8時30分～午後5時30分

※雪解けの状況によってはオープンを延期します。

4月29日㈰オープン

【問合先】社会教育課生涯教育係②2197

達 布 山
※雪解けの状況によってはオープンを延期します。

4月29日㈰オープン
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シルバー人材センターを
ご利用ください

　シルバー人材センターでは、
生きがいを持って社会参加を
希望する高齢者が会員になっ
て、次のような仕事を行って
います。ぜひご利用ください。
【仕事の内容】冬囲いの撤去、畑おこし、
庭木のせん定、草取り、草刈り、屋内外
の清掃、墓掃除、家財の処分、簡単な土
木作業、除雪など

【申込・問合先】シルバー人材センター
☎③1600

未就園児クラス募集

　私立三笠藤幼稚
園では子育て支援
として、就園前の幼
児と保護者のため
の交流の場として
「未就園児クラス」
を実施しています。
【日時】初回4月26日㈭午前10時～11
時（以降毎週午前10時～11時30分）
【場所】三笠藤幼稚園
【対象】満2歳から就園前の幼児
【費用】1回につき100円（1人）
※別途保険料800円と名札などの実費
が掛かります。
【申込方法】4月11日㈬以降、当園にあ
る申込用紙でお申し込みください。
※2歳未満でも先に申込用紙のみ提出
してください。
【申込・問合先】三笠藤幼稚園☎②2348
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　中村イネヲさん（清住町）が2月20日、満

100歳を迎えられ、お祝い金と小林市長から

メッセージなどが贈られました。

百歳おめでとう
ございます

【問合先】福祉事務所福祉総務係②3995

三笠市医師会特別講演

【日時】4月13日㈮午後6時
【場所】ふれあい健康センター
【演題】白内障の話 ～症状から治療まで～
【講師】札幌東徳州会病院・齋藤由幸眼
科部長（日本眼科学会眼科専門医）
【座長】市立三笠総合病院・川﨑君王院
長
【受講料】無料
【共催】三笠市医療問題協議会、市立三
笠総合病院
【主催・問合先】三笠市医師会☎②8245

きれいなまちを目指して
犬のフンを一緒に清掃しましょう

　雪解け時期は、道路や公共の場所に
フンの散乱が目立ちます。
　フンのないきれいなまちを目指して
今年もフンの清掃を行います。
　ペットを飼っている方は、積極的に
ご参加ください。
【日時】4月8日㈰午前9時（1時間程度）
※小雨決行
【集合場所】中央公園
【用意するもの】ゴム手袋、スコップ、レ
ジ袋
【問合先】みかさワンニャンボランティ
ア・伊佐治☎②3795

消費生活相談員養成講座受講生募集

　消費者問題について関心のある方は受講してみませんか。

消費生活リーダー養成講座 通信講座消費生活スタディ

応 募 資 格 市内在住で昭和32年から昭和57年までに生まれた方
（学歴・性別は問いません）

受 講 期 間 7月～10月
（前期、中期、後期に分けて各10日間）

7月～平成25年2月
（3月に2回のスクーリングを実施）

時 間 午前10時～午後3時 受講生に別途通知

場 所
道立消費生活センターくらしの教室
（札幌市中央区北3条西7丁目道庁
別館西棟）

スクーリング時は道立消費生活セ
ンターくらしの教室 （札幌市中央
区北3条西7丁目道庁別館西棟）

受 講 料 受講料や交通費は三笠消費者協会が負担
定 員 1人 1人
申 込 期 限 5月11日㈮
申込・問合先 三笠消費者協会☎②2189

≪会員の募集≫
シルバー人材センターでは会員を募
集しています。
【要件】市内在住で健康で働く意欲の
ある、おおむね男性55歳以上、女性
50歳以上の無職の方
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開館情報
カレンダー内の■は
休館日を表しています。

今月の当番医

この広報紙は再生紙を使用しています

午後6時から翌朝午前8時まで

は市立病院が担当します。

猿市立病院／宮本町489-1
猿三笠の杜病院／幾春別町4丁目

No.13984
1日 市立病院 ②3131

8日 市立病院 ②3131

15日 市立病院 ②3131

22日 市立病院 ②3131

29日 三笠の杜病院 ⑥8211

30日 市立病院 ②3131

児　童　書
猿妖怪一家九十九さん

富安陽子
猿としょかんねずみ

ダニエル・カーク
猿わがままくまさん

高畠那生
猿おなかがギュルン

長崎夏海
猿でんぐりがえし

みぞぶちまさる
猿日本の電車大研究

川島令三	 ほか22冊

一　般　書
猿道化師の蝶

円城　塔
猿共喰い

田中慎弥
猿所轄魂

笹本稜平
猿刺客大名（暗殺請負人）

森村誠一
猿十津川警部西武新宿線の死角

西村京太郎
猿翔！ －頂点目指して－

中田　翔	 ほか13冊

【問合先】
市立図書館②3514読書推進コーナー

新刊案内

モダンアートミュージアム
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

②2234

鉄道記念館
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

③1123

博物館
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

⑥7545

【問合先】
企画振興課市民相談室②3183市民相談会

司法書士市民無料法律相談会 4月20日㈮／午後1時～3時

　不動産売買や賃貸、多重債務などの金銭、遺言、相続のほか身近な法律
問題についてご相談ください。
【場所】市民相談室

【担当司法書士】札幌司法書士会岩見沢支部の司法書士1人

※事前に電話でお申し込みいただくと、より具体的な相談が受けられます。

行政・人権相談会 4月23日㈪／午後1時～3時

【場所】市民相談室

猿�行政相談（国や道の仕事に対する苦情、要望、意見など）
猿�人権相談（いじめや差別など）

総数 10,102人 （22）

世帯数 5,463世帯（ 9）

男性 4,563人 （ 4）

女性 5,539人 （18）

三笠市の人口 3月1日現在（前月比）

図書館
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

②3514

今月の1冊

著者名 佐伯泰英

著書名 東雲ノ空 （居眠り磐音江戸双紙38）

【日時】�4月21日　　

午前10時～11時
【場所】公民館視聴覚室

絵本の読み聞かせや紙芝居をしま
す。ぜひお越しください。

絵本とおはなし 

「かるがも会」

新しいカントリーサイン決定！




